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点検・評価制度の概要

1概要

平成19年に「地方教育む政の組織及び運営に関する法律」が改正され, 教育委員会の責任体制を明

行うことが定められました。その結果に関する報告書を議会に提出し, 公表することにより, 効果的

な教育行政の推進に資するとともに, 住民への説明責任を果たしていくことを趣旨としています。

第2次国わ\寺市教竜ピジョンに基づく主要施策の点検及ぴ。ポ価の流れ

市民ひらの意見聴取

生徒, 保獲音.地域ほ民.S要g.ポフンてイア・軍業■講座き参力D音.利用者等)

:.学校寅問巧課廣さむ)(S校4月)
[教育総務。ま*学務媒・学校指g。ま】

o全面学力・ だ:o児童’生徒

■■■:,:まデ1 な口)
[公民就

.ヒ：_

寅間t6課g含わ)
学務ぼア月)

【胃総浸課4月.学校宿每。ま3月)

[びるさと文化財課】

oふるさとな化財愛護ポフンァィアからの意見聴取

2点検'評価の方法

教育委員会では, 第2次国分寺市教育ビジョンに基づいて, 様々な学校教育や社会教育の活動が実

施されており, これらの活動に対して, 児童.生徒やその保護者のほか, 各社会教育施設の利用者な

ども含め, 非常に多くの市民から, 当ぼビジョンに位置付けられた各施策についての評価をいただい

ております。これらに加え, 令和3年度からは, 児童.生徒やその保護者, また, 施設利用者や事業

参加者などからの声を踏まえつつ, 各施策を椎進する担当課において前年度の成果を4月中に取りま

とめ, 5月に市民が委員として入っている社会教育委員, 青少年委員, 文化財保護審議会委員, 公民

館運営審議会委員などからもそれぞれの分野におい-

て直接意見をいただくなど, 新型コロナウィルス感

染症の影響により一部意見聴取未実施もありますが,

第2次国分寺市教育ビジョンに基づく主要施策の点

検及び評価の流れ(右図参照)に沿って, さらなろ

市民からの意見聴取の充実を図りました。

第2次国分寺市教育ビジョンでは, 4つの施策

の方向性とそれに対応する取組の柱を掲げ, さら

に取組の柱を達成するための主要施策を示してい

ます。各主要施策の進捗状況を確認するとともに,

取組の柱ごとに, 主要施策に沿った各事業の取組

状況について行った点検.評価は, 6月に教育委

員会委員へ報告し, 7月に学識経験者から意見を

いただきました。

この点検.評価の結果にっいては, 10月に教育

委員会での意思決定をむい, 市民への説明責任を

果たし, 信頼されろ教育む政を椎進するため, 議

会へ提出するとともに公表します。

芙館埋]

民能蓮営

廣座参加者アンヴ -に隠時)

:業参加者アンヴート(阻時)

哲利用者g談会参加者からの恵見特取

0音かbのs館粒匿のご恵見箱での寄見聴取
(随時)

-�
各,劉こよる点検及ぴ。ギ価のまとめ

市民からの意見聴取(地域e民.g要g等)

ぶ■テブサ-デニ猛,・・ぎm̶■かW■棚

-■ョとミ■■t
B見聴取

【図需聽,g】
o旧雷館遂営協譲会要員からの意見腺取

[社会敢1

o社合救R要眞からの想見1

og少年�
:要員ひづの

と、民館,
d民館:',運営警讓会委還からの意見聴Bx

【図霞!

o旧雷I

教育委員会要員べの報告

学。ぼ径験者からの意見聴取

教育委員会での意思決定

厚生文教要員会べの報告

3学識経験者の知見の活用について

点検.評価の実施にあたり, 客観性の確保のため, 教育に関し学識経験を有する2名の方から意見

をいただきました。

東京女子体育大学教授 出張 吉訓氏

前十文字学園女子大学教授 堀竹 充氏

4経過

国分寺市教育委員会では, 平成27年度までは教育目標に基づく主要施策について, 平成28年度から

令和2年度までは教育ビジョンに基づく主要施策について点検及び評価を行ってきました。

令和2年2月に第2次国分寺市教育ビジョンが策定されたことに伴い, 令和3年度からは第2次国

分寺市教育ビジョンに基づく主要施策について点検及び評価を行っていきます。

- 2 -



国分寺市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価実施要綱

平成21年8月18日

� 要綱第30号

(趣旨)

第1条この要綱は, 地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和31年法律第162号)第26条の

規定に基づき, 国分寺市教育委員会(以下「教育委員会」という。)が自らの権限に属する事務の管理

及び執行の状況の点検及び評価(以下しな検及び評価」という。)を実施することに関し必要な事項を

定めるものとする。

(点検及び評価の対象)

第2条点検及びぽ価の対象となる事務は, 第2次国分寺市教育ビジョン(令和2年2月策定。以下

「国分寺市教育ビジョン」という。)の主要施策に関する事務事業(以下「対象事務」という。)とする,

(点検及び評価の実施)

第3条点検及び評価は, 国分寺市教育ビジョンの主要施策の進ちよく状況を総括するとともに,

課題や今後の取組の方向性を示すものとして, 教育委員会が毎年1回実施する。

2対象事務の主管課は, 点検及び評価のための対象事務の取組状況や成果に関して, 教育委員会

への報告を行うものとする。

3点検及び評価を行うに当たっては, 教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るものと

する。

(報告書の作成等)

第4条教育委員会は, 点検及び評価を行った後, その結果を取りまとめた報告書を作成し, 市議

会に提出するとともに市民に公表するものとする。

(庶務)

第5条点検及び評価に関する庶務は, 教育部教育総務課において処理する。

(委任)

第6条この要綱に定めるもののほか必要な事項は, 別に定める。

附IIJ

この要綱は, 教育長決裁の日から施行する。

附MIJ

この要綱は, 平成26年4月1日から施行する。

附則

(施行期日)

1この要綱は, 平成27年4月1日から施行する。

(経過措置)

2地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律(平成26年法律第76号)附則

第2条(旧教育長に関する経過措置)第1項の場合においては, この要綱による改正後の第1条の規

定は適用せず, この要綱による改正前の第1条の規定は, なおその効力を有する。

附則

(施行期日)

1この要綱は, 決裁の日から施行する。

(経過措置)

及び評価実施要綱の規定は, 令和2年度以後の事務に係る点検及び評価について適用し, 令和元年度

までの事務に係る点検及び評価については, なお従前の例による。

3



国分寺市教育委員会の教育目標及び第2次国分寺市教育ビジョン

1国分寺市教育委員会の教育目標

国分寺市教育委員会は, 日本国憲法及び教育基本法の精神に基づき, 子どもたちが平和を愛し人権

を尊重するとともに, 郷土国分寺市の自然や文化を大切にして, 心身ともに健康で, 知性と感性に富

み, 人間性豊かに成長することを願う。

また, 学校教育と社会教育が融合し, 学校.家庭.地城社会の緊密な連携のもと, 誰もが生涯を通

じて主体的に学ぷとともに, 進んで教育に参加する社会の実現を目指し,

0互いの人格を尊重し, 思いやりのある心豊かな市民

0自ら学び考え行動する, 個性と創造力豊かな市民

o健康でたくましく, 共に生きる市民

の育成に努める。

2第2次国分寺市教育ビジョン

国分寺市教育委員会では, 市における教育の振興のための施策に関する基本的な計画として「国分

寺市教育ビジョン」(以下「教育ビジョン」という。)に続く新たな計画である「第2次■分寺市教育

ビジョン」(以下「第2次教育ビジョン」という。)を令和2年2月に策定しました。

第2次教育ビジョンは, 新たな時代においても, 将来を担う子どもたちが健やかに成長し, すべて

の市民が生涯にわたって豊かな学びができる環境づくりを進めること。また, 史跡武蔵国分寺跡をは

じめとした様々な歴史遣産についても, 更なる保存.活用等の取組を進め, 伝統や文化を大事にしつ

つ, 未来を見据えたこれからの教育にも目を向けた計画です。

教育ビジョンを推進した5年間に社会情勢は, グローバル化の進展, 共生社会の実現に向けた取組

等をはじめ, 持続可能な社会を実現するための開発目標(SDGS)に対する取組等の新たな動きも

あり, 本市の教育を取り卷く状況は, 急速に変化しています。このような変化や「教育ビジョンに基

づく主要施策の点検及び評価」に基づく成果.課題等の整理などを踏まえ, 第2次教育ビジョンの訃

画期間は, 令和2年度から令和6年度までの5年間とし, 主要施策の進捗状況について点検.評価を

行います。

第2次教育ビジョンの冊子は, ひかりプラザ1階.4階(教育総務課), オープナー, 各図書館で閲

覧できます。また, 市ホームページにて掲載しています。

y
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1第2次国分寺市教育ビジョンの目指す学びのまちの姿

,夕, , バ・'--
.,-.,».a-"aai»fr',. ,...ん‘、お�。-,.

'�>�>人と人とがつながり,

学ぴが循環するまち ��ン

,fe'/ ・
,,,.eじ6 'パか. .-.. *・・*・" '・・-'-・・

---夕�

第2次教育ビジョンは, 子ども, 高齢者の世代の相違や, 障害の有無等にかかわらずすべての市民が, 学

校や社会教育施設, 地城等での学びを通じて, 人と人とがっながり, 互いに学ぴ合い, 学びが継承され, ま

ちに学びがあふれるように, 「人と人とがつながり, 学びが循環するまち」を「目指す学びのまちの妻」と

します。

このまちづくりのためには, 子どもの頃から, 学校等で学びの基礎を培うことはもちろん, 自ら学んでい

く姿勢-意欲を育むことが大切です。その「学びたい」という意欲にこたえるため, 行政や地域等が連携し

合い, 生涯を通して学ぷことができる環境整備を行っていきます。そのように学校や地城等で学んだことを.

市民一人ひとりが互いに連携して共有し, 学びを地城に還元する機会の活用等により次の世代へ伝えていき

ます。これにより, まちの中で世代を超えて学びが循環することになります。

また, 第2次教育ビジョンでは, 国分寺市教育委員会の教育目標を基本理念として, 下記の4つの施策の

方向性を中心に, 「人と人とがつながり, 学びが循環するまち」を目指していきます。

?

確かな学力につながる

学びの基礎の育成

生涯を通じた豊かな学び

基本理念

@

様々な世代のつながりを

通じた学びの分かち合い

次の世代への学びの継承

ミ1:

II
�
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<

1ま
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2第2次国分寺市教育ビジョンの体系

i i

1

1
豊かな心を
育みます

4' 8 � ・

1人権教育の推進

2道徳教育の推進

3
いじめ・虐待防止等に
関する取組の推進

2
確かな学力を
伸ばします

4
-AO�UCT)

個性を伸ばします

1
新しい時代に必要となる
資質'能力の育成

2

1

2

持続可能な社会の創り手を
育む教育の推進

豊かなスポーツライフの
実現を目指した教育の充実

健康'安全に生活する
力の育成

1特別支援教育体制の充実

2特別支援教育の理解推進

3教育相談体制の強化

(1)教育活動全体を通じて行う人権教育の充実
(2)学校'家庭・地域が連携した人権教育の推進
(1)教育活動全体を通じて行う道徳教育の充実
(2) 「特別の教科道徳」に関する実践的研究や研修の充実
(3)学校'家庭'地域が連携した道徳教育の推進

(1)いじめ防止に向けた取組の充実

(2)虐待防止に向けた取組の充実

(1)カリキュラム・マネジメントの確立

(2)主体的.対話的で深い学びの視点に立った授業改善の推准
(3)個に応じた指導の充実

(4)家庭と連携した学習習慣の確立

(5)体験的活動を取り入れた授業等の充実

(6)指導と評価の一体化の推進

(1)国際教育の究実

(2)情報教育の充実

(3)環境教育の充実

(4)キヤリア教育の充実

(1)運動能力の向上及び運動習慣の確立

(2)運動部活動等の改善'充実

(1)健康・安全教育の充実

(2)食育の推進

(3)学校'家庭'±也域が連携した取組の推進

。)特別支援教育の充実

(2)特別支援教育に関する環境整備の推進

(1)特別支援教育の理解啓発の充実

(2)就学相談の充実

(1)教育相談活動の充実

(2)不登校児童'生徒への支援の充実

(3)関係諸機関等との連携の強イヒ

- <

教員の

1資質・能力を
高めます

q開かれた学校
しづくりを進めます

3
学校環境を
整えます

s' ;<f

1授業力の向上 ’

2生活指導力の向上

3組織運営力の向上

4外部折衝力の向上

1家庭'±也域との連携の推進

1施設整備の推進

2安全・安心な環境の充実

(1)校内研究'研修の充実
(2)授業公開の推進’
(3)多様な研究活動の推進
(1)情報共有と行動連携の充実
(2)児童’生徒理解の充実, 深化
(3)学校行事や児童会・生徒会活動の活性イヒ
(1)働き方改革に向けた取組の推進
(2)学校評価の充実
(3)0J丁の一層の推進
(1 )±也域行事等ぺの積械的参加の奨励
(2)授業や体験活動等における外部人材との連携の強イヒ
(1)地域の特色をいかした小'中連携教育の推進
(2)]ミユニテイ・スクール協議会,学校運営協議会の活性化
(3)学校情報の発信の充実

(1)『学校施設長寿命化計画』の推進 �
(2)快適な学校生活に向けた施設の整備

(3)にぼ境整備の充実
(1)地域や保護者と連携した防災・防犯対策の充実

(2)質の高い学校給食の推進
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II > t

� / ミpミレ

1多様な学びの提供

2自主的な学びの支援

3学習環境の整備

地域における
2学びの循環を

推進します

1学校'家庭'地域との連携

2学びをいかす機会の創出

(1)多様な学習機会'支援の充実
(2)地域の課題等の解決に向けた学習の充実
(3)体験学習の推進

(1)自主のトプ活動支援の推進

(2)情報の提供と活用の推進

(3)ともに学ぶ機会の拡充

(1)学習や活動に関する情報発信の拡充

(2)持続可能な学習環境の充実

(3)ICTを活用した環境整備の推進

(1)地域で学び合ろ機会の創出

(2)交流活動'協働事業の推進

(3)学校施設を活用した地域づ<りの推進

(1)学習成果の活用

(2)地域活動の担い手の育成

f : (:

1
文化財に対する
理解を深めます

文化財の

2調査.保存.
活用を進めます

!' i<

1文化財普及事業の推進

2

3

市民による文化財の
保護・普及の促進

1文化財の調査・研究の推進

2文化財の保存・活用の推進

史跡の保存・整備・活用の
推進

(1)文化財に触れる機会の拡充

(2)市の歴史に関する情報提供の推進
(3)学校教育での文化財活用の推進
(1)ボランテイア活動支援の充実
(2)ボランテイアによる文化財普及活動の拡充
(1)埋蔵文化財洞査の推進

(2)総合文化財調査の推進

(1)指定重要文化財の保存・公開活用の推進

(2)文化財の公開展示の充実

(3)出土した埋蔵文化財の保存環境の整備

(1)史跡武蔵国分寺跡附東山道武蔵路の保存'活用の推進
(2)史跡武蔵国分寺跡附東山道武蔵路の公有化の推進
(3)史跡武蔵国分寺跡保存整備事業(僧寺地区)の推進
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教育委員会の活について
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組織について

1教育委員会の構成

教育委員会は, 市長が市議会の同意を得て任命した教育長及び4人の委員で構成されています。教

育長の任期は3年, 委員の任期は4年です。教育長は, 教育委員会の権限に属するすべての事務をつ

かさどり, 教育委員会を代表します。会議は教育長が招集し, 議事は出席者(教育長及び委員)の過

半数で決します。会議運営の必要事項は教育委員会規則で定めています。

職名

教育長

委員

委員

委員

氏名

古屋真宏

教育長職務代理者 富山謙一

大木桃代

吐 亜希子

藤井健志

令和3年3月31日現在

任期

令和2年5月26日～令和5年5月25日

令和元年12月22日～令和5年12月21日

平成30年9月6日～令和4年g月5日

令和元年12月22日～令和5年12月21日

令和3年2月1日～令ギロ 7年1月31日

- 9 _



2教育委員会組織図

I-

教

育

部

長

教育総務課

学務ぽ

学校指導課

統括指導主事

社会教育課

ふるさと文化財課

公民館課

図書館嚴

令和3年3月31日現在

庶務係

企画係

学務係

保健給食係

指導係

教職員係

指導主事

社会教育キB当

文化財保。き係

史跡係

本多公民館

恋ケ窒公民館

光公民館

もとまち公民館

並木公民館

本多図書館

恋ケ窒図書館

光図書館

もとまち図書館

並木図書館

小学校(10校)

中学校(5校)
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教育委員会(定例会・臨時会)及び総合教育会議

1教育委員会

教育委員会では毎月1回定例会を開催し教育に関する審議をむいます。また, 緊急に審議する必要

がある案件が生じた場合には, 必要に応じて臨時会を開催しています。そのほか, 研究調査が必要な事

項がある場合は, 勉強会や話合レ、を行います。

(1)令和2年第5回国分寺市教育委員会臨時会

日程：令和2年4月2日(木)場所：ひかりプラザ5階教育資料室

◎議事

No議案番号 ’議案 主管課

新型コロナウィルス感染症に係る国分寺市立学校の

臨時休業について

2 25 専決処分の承認について 教育総務課

3 26 専決処分の承認にっいて 学校指導課

1 24 学校指導課

審義結果

可決

承認

承ぽ

(2)令和2年第4回国分寺市教育委員会定例会

日程：令和2年4月23日(木)場所：ひかりブラザ2階203 ・

◎議事

No議案番号 議案

専決処分の承認について

専決処分の承認について

令和2年度国分寺市一般会許補正予算案にっいて

令和2年度国分寺市公立学校運営協議会委員の委

嘱について

令和3年度使用教科用図書の採択要項の制定につ

レ、�

国分寺市青少年委員の委嘱について

欠員捕充に伴う国分寺市公民館運営サポート会議

委員の委嘱について

1

2

3

4

5

6

7

27

28

29

30

31

32

33

204号室

主管課

学校指導課

学校指導課

教育総務課

学校指導課

学校指導課

社会教育課

公民館課

◎報告

No

1

2

3

4

教育総務課

報告事項

令和ル年度国分寺市教育委員会児童生徒表彰被表彰者一覧につ

レ、�

令和元年度国分寺市教育委員会名義後援の承認結果について 教育総務課

令和2年度む政財産の使用にっいて 教育総務課

寄附の受領について 教育総務課

主管課

- 11 ̃
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5

6

7

8

9

10

11

12

小学校給食遍理業務に係るアウトソーシング実施計画の年次ス

ケジュールの変更について

令和2年度児童生徒数.学級数にっいて

令和元年度第3回「いじめに関する調査」の結果について

算数教室について

科学教室について

平成3 1年度提案型協働事業「小さい子どもを育てる人のための

本の時間」事業報告について

令和ガ年度寄贈図書の受領について

令和元年度における市民サービスコーナーでの図書の貸出しに

QV�-C

(3)令和2年第6回国分寺市教育委員会臨時会

日程：令和2年5月4日(月.祝)場所：ひかりプラザ5階教育資料室

◎議事

No議案番号 議案 主管課

新型コロナウィルス感染症に係る国分寺市立学校の

臨時休業について
1 34 教育総務課

審議結果

可決

(4)令和2年第5回国分寺市教育委員会定例会

日程：令和2年5月27日(水)場所：ひかりプラザ2階203.204号室

◎議事

No議案番号 議案 主管課

久員補充に伴う令和2年度国分寺市コミュニティ・

スタール協議会委員の任命について

欠員補充に伴う令和2年度国分寺市公立学校運営協

議会委員の委嘱にっいて

3 37 令和2年度国分寺市一般会計補正予算案にっいて 教育総務課

1

2

35

36

学校指導課

学校指導課

審議結果

可決

可決

可決

◎協議

No 協議事項

1授業時数の確保に向けた対応について

主管課

学校指導課

◎報告

No

1 寄附の受領について

報告事項 主管課

教育総務課
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(5)令和2年第6回国分寺市教育委員会定例会

日程：令和2年6月25日(木)場所：ひかりブラザ2階203.204号室

◎議事

No議案番号 議案 主管課

1 38 専決処分の承惑について 教育総務課

2 39 専決処分の承認について 学校指導課

国分寺市教育委員会会計年度任用職員の採用, 勤務

3 40 時間, 報酬等に関する規則の一部を改正する規員jに教育総務課

ol/�-C

国分寺市立学校職員服務規程の一部を改正する訓令

(こ1ズ

国分寺市史跡武蔵国分寺跡保存整備委員会委員の委

4 41

5 42

嘱について

学校指導課

ふるさと文化財課

◎報告

No 報告事項

1 令和2年第2回定例会の一般質問について

2 寄附の受領について

3 「トライルームほんだ」の開設について

主管課

教育総務課

教育総務課

学校指導課

(6)令和2年第7回国分寺市教育委員会定例会

日程：令和2年7月22日(水)場所：ひかりプラザ2階203.204号室

◎議事

No議案番号 議案 主管課

1 43 市長の権限に属する事務の補助執行について 教育総務課

◎報告

No 報告事項 主管課

1令和2年度卒業式等の日程変更にっいて 学校指導課

新幹線リフレッシュ事業におけるタラウドファンディングの開., & &,+=

始について

「障害者の多様な学習活動を総合的に支援するための実践研

審議結果

可決

3
究」くぬぎカレッジの実施について

公民館課

(7)令和2年第8回国分寺市教育委員会定例会

日程：令和2年8月25日(火)場所：ひかりプラザ5階教育資料室
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◎議事

No議案番号

1

2

3

4

5

6

7

44

45

46

47

48

49

50

主管課

教育総務課

公民館課

教育総務課

教育総務課

専決処分の承ぽについて

専決処分の承認について

専決処分の承認について

専決処分の承認について

市立小学校給食調理業務委託の実施予定校の決定に

1ズ

令和2年度国分寺市一般会計補正予算案について 教育総務課

国分寺市いじめ防止対策審義会委員の委嘱について学校指導課

学務課

審議結果

承認

承認

承認

承認

可決

可決

可決

◎協議

No 協議事項

国分寺市廃棄物の減量及び再利用推進審義会委員の推薦につレ'
1

て

主管課

教育総務課

◎報告

No 報告事項

1寄附の受領について

2 令和3年度教育課程の編成に向けて

主管課

教育総務課

学校指導課

(8)令和2年第7回国分寺市教育委員会臨時会

日程：令和2年8月27日(木)場所:国分寺市立cocobunjiプラザリオンホールBホール

◎議事

No議案番号 議案 主管課 審義結果

1 51 令和3年度使用中学校教科用図書の採択にっいて 学校指導課 採択

令和3年度使用特別支援学級教科用図書(一般図

書)の採択について
2 52 学校指導課 採択

(9)令和2年第9回国分寺市教育委員会定例会

日程：令和2年9月30日(水)±暴所：ひかりブラザ2階203.204号室

◎議事

No議案番号 議案 主管課

1 53 専決処分の承認、について 学務課

2 54 国分寺市図書館運営協。義会委員の委嘱について 図書館課

審議結果

承認

可決
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◎報告

No 報告事項 主管課

1令和2年第3回定例会の一般質問にっいて 教育総務課

2令和2年度第1回総合教育会議にっいて 教育総務課

3 市立第二小学校校舎増築ェ事における地中埋設物にっいて 教育総務課

4寄附の受領について 教育総務課

5令和2年度第1回「いじめに関する調査」の結果について 学校指導課

6 国分寺市教育7DAYSにっいて 学校指導課

(10)令和2年第10回国分寺市教育委員会定例会

日程：令和2年10月22日(木)場所：ひかりプラザ2階203.204号室

◎議事

No議案番号 議案 主管課 審議結果

1 55 国分寺市重要文化財の指定について(惑問) ふるさと文化財課可決

◎報告

No 報告事項

1 国分寺市GI G Aスタール構想環境整傭の進捗状況について

2寄附の受領について

主管課

教育総務課

教育総務課

(1 1)令和2年第8回国分寺市教育委員会臨時会

日程：令和2年11月2日(月)場所：ひかりプラザ2階203' 204号室

◎議事

No議案番号 議案 主管課

1 56 令和2年度国分寺市一般会計補正予算案にっいて 教育総務課

善議結果

可決

(12)令和2年第11回国分寺市教育委員会定例会

日程：令和2年11月25日(水)場所：ひかりプラザ2階203 . 204号室

◎議事

No議案番号 議案 主管課

令和元年度国分寺市教育委員会教育ビジョンに基づ

く主要施策の点検及び評価について

中学校における巡回型特別支援教室の拠点校の設置

につk、て

3 59 国分寺市図書館運営協議会への諮問にっいて 図書館課

1 57

2 58

教育総務課

学校指導課

審議結果

可決

可決

可決
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◎協議

No 協議事項

1西恋ケ窒四丁目用地の活用について

主管課

公民館課

◎報告 、

No 報告事項 �

1市立第二小学校校舎増築ェ事に係る契約金額の変更について

2 国分寺市教育7 DAYSの報告について

3 寄附の受領について

4児童生徒数等椎訃について

5市立小学校6年生の校外学習への支援について

6 令和ガ年度不登校児童生徒数及びいじめの件数について

7国分寺市公民館運営審議会への洛問について

図書館利用マナーアップ啓発標語(キャッチコピー)応募状況
8

及び審査結果について

9 書籍消毒機の設置について

主管課

教育総務課

学校指導課他2課

教育総務課

学務課

学務課

学校指導課

公民館課

図書館課

図書館課

(1 3)令和2年第12回国分寺市教育委員会定例会

日程：令和2年12月24日(木)場所：ひかりプラザ2階203.204号室

◎議事

No議案番号 議案 主管課

1 委員の議席にっいて 教育維務課

2 60 国分寺市いじめ防止対策審議会委員の委嘱について学校指導課

審議結果

抽選により

議席を決定

可決

◎報告

No 報告事項

1令和2年第4回定例会の一般質問にっいて 教育総務課

国分寺市G I G Aスタール構想環境整備業務委託の優先交渉権

者の決定について

3 国分寺市プレイステーションの市長部局への移管について 社会教育課

4寄附の受領について 教育総務課

2

主管謀

教育総務課

(14)令和3年第1回国分寺市教育委員会定例会

日程：令和3年1月28日(木)場所:ひかりプラザ5階教育資料室

◎議事
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No

1

2

3

4

5

議案番号

1

2

3

4

5

令和2年度国分寺市一般会計補正予算案にっいて

国分寺市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費

用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

国分寺市プレイステーション条例の一部を改正する

条例について

令和3年度国分寺市一般会許予算案にっいて

国分寺市立教育センター条例の一部を改正する条例

(こ�レ、�

主管課

教育総務課

学校指導課

社会教育課

教育総務課

社会教育課

◎報告

No 報告事項

1 寄附の受領について

国分寺市立第二小学校給食適理業務委託による調理業務検征委

員会の報告について

令和2年度第2回「いじめに関する謙査」の結果について

令和3年度教育課程の編成に向(ナて(祝日の変更を受けての訂

正版)

2

3

4

主管課

教育総務課

学務課

学校指導課

学校指導課

(15)キ和3年第1回国分寺市教育委員会臨時会

日程：令和3年2月5日(金)場所:ひかりブラザ5階教育資料室

◎議事

No議案番号 議案 主管課

1 6 令和3年度市立小中学校校長の異動にっいて 学校指導課

2 7 令和3年度市立小中学校副校長の異動にっいて 学校指導課

審議結果

可決

可決

(16)令和3年第2回国分寺市教育委員会定例会

日程：令和3年2月25日(木)場所：ひかりプラザ2階2旧.204号室

◎協議 , -

No 協議事項 主管課

1国分寺市国際瘍会の役員の椎薦について 教育総務課

1 教育総務課

◎報告

No 報告事項

国分寺市G I G Aスタール構想環境整傭業務委託の進捗状況に

-ol/�-C

2令和2年度国分寺市教育委員会児童生徒表彰被表彰者にっいて教育総務課

3寄附の受領にっいて 教育総務課

- 17 -

主管課

決
決
決

可
可
可

決可

果結i
ホ

審
可



。7)令和3年第3回国分寺市教育委員会定例会

日程：令和3年3月24日(水)場所：ひかりプラザ2階

◎議事

No議案番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

203

国分寺市教育委員会管理職職員の人事異動にっいて

国分寺市教育委員会の権限に属する事務の一部委任

に関する規則の一部を改正すろ規則について

国分寺市教育委員会事務局処務規則の一部を改正す

る規則について

国分寺市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する

訓令について

国分寺市教育委員会会計年度任用職員の採用, 勤務

時間, 報酬等に関する規則の一部を改正する規則に

1ゾ

国分寺市立学校学校医, 学校歯科医及び学校薬剤師

の委嘱について

国分寺市立中学校給食の実施に関する規則及び国分

寺市立小学校給食の実施に閲する規則の一部を改正

する規則について

国分寺市社会教育委員の会議への諮問にっいて

国分寺市重要文化財の指定について

国分寺市教育委員会所有16ミリ発声映写機使用規

則を廃止する規則について

国分寺市学校教職員労働安全衛生管理規則の制定に

-ov�-r

衛生管理者の選任について

衛生推進者の選任にっいて

学校産業医の選任について

学務課

社会教育課

ふるさと文化財課

公民館課

学校指導課

学校指導課

学校指導課

学校指導課

◎協議

No 協議事項

国分寺市スポーツ推進計画後期事業内容の見直しに係る意見に

-ov�-c
1

主管課

スポーツ振興課

18

決
決
決

可
可
可

決可

決可

決
決

可
可

決可

決可

決可

決可

決可

決可

果結せ
ポ
決

審
ホ
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1 教育総務課

◎報告

No 報告事項

令和2年度国分寺市教育委員会児童生徒表彰被表彰者一覧にっ

レ、�

2寄附の受領について 教育総務課

3国分寺市特別支援教育推進委員会設置について 学校指導課

4令和3年度小・中学校の教育課程にっいて 学校指導課

主管課

2総合教育会議

平成27年度より, 市長と教育委員会が円滑に意思疎通を図り, 教育の課題や目指す姿等を共有しな

がら, 効果的に教育行政を推進していくため, 総合教育会議を開催しています。

回開催月日

1 7月31日

2 3月24日

協議・調整事項

「新型コロナウィルス感染症対策の現状にっい

-CJ

(1)国分寺市立学校における学習支援コンテン

ツの活用について

(2)新型コロナウィルス感染症の理解に関する

教育.人権相談について

(3)学校と学童の連携について

FSDG sの椎進に向けた教育の在り方について

～市長部局と教育委員会との連携～」

(1)防災教育について

(2)ジュンダー, 平等(差別)について

主管課

学校指導課

人権平和課

子ども子育て事業課

防災安全課

第一中学校

人権平和課

学校指導課

公民館課

- 19 -



教育委員会委員活動内容

教育委員会

名称

教育委員会定例会

教育委員会臨時会

教育委員会委員話合レ'

頻度 実施日

月1回 原則として毎月第4木曜日

5回(随時)4/2, 5/4, 8/27, 11/2, 2/5

随時

研修

名称

東京都市町村教育委員会

連合会第4ブロッタ研修会

東京都市町村教育委員会

連合会研修会

東京都市町村教育委員会

連合会理事研修会

頻度

1回

1回

1回

実施日

11/6

2/9

8/25

‘ 備考

「ハンセン病について」大高俊一郎氏

(国立ハンセン病資料館事業部社会啓

発課長)

「新型コロナウィルス感染症の現状と

対策～学校現場での取り組みにっいて

～」角田撒氏(東京都医師会副会長、

角田外科消化器料医院院長)

※ェ0 omによるオンライン研修

「東京都が求める教員像」岡部君夫氏

(東京都多摩教育事務所指導課長)

会議等

名称

総合教育会議

東京都市町村教育委員会

連合会理事会

東京都市町村教育委員会

連合会定期総会

国分寺市国際協会役員会

頻度

2回

3回

1回

5回

実施日

7/31, 3/24

4/22, 8/25,

1 /15

5/13

備考

※第1回.第3回は書面開催

※書面開催

4/20, 6/18, 役員として, 教育委員会より1人推薦

9/17, 1/14, ※第1～4回は書面開催

3/29 第5回はひかりプラザにて開催

国分寺市国際協会定期総会1回 5/24 ※書面開催
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その他

名称 頻度 実施日

教育委員会主催のフォーラ

�
1回

市立小中学校の研究発表会 2回

11/7

2/16,

2/17～19

各々1日)

備考

第8回国分寺市7DAYS

コミュニテイ・スタールフオーラム

いじめ防止児童生徒会フォーラム

(会場：いずみホール)

(三小.一中)オンライン開催

※例年活動しているが新型コロナウィルス感染症対策により規模縮小実施のため

未活動または中止となった内容

学校訪問

名称

市立小中学校訪問

研修

名称

東京都市教育長会研修会

東京都市町村教育委員会連合会理事研修会(1/25開催予定分)

会議等

名称

学校教育懇談会

教育施策連絡協議会

国分寺市廃棄物の減量及び再利用推進審議会(毎年委員として, 教育委員会より1人推薦)

式典

市立小中学校入学式

市立小中学校卒業式

成人式

辞令伝達式

名称

その他

名称 I

公民館運営審議会委員との面談

活動以外の市立小中学校の体育的行事及び文化的行事や研究発表会等の行事

教育委員会主催の諸む事, 市主催の表彰式等の行事, 他団体からの依頼による式典.行事等
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教育ビジョンに±づ〈主施の

点 び評jについて
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第2次国分寺市教育ビジョンに基づ〈主要施策の点検及び評価の担当表

施策の方向性 取組の柱

1人権教育の推進

1-ミきデ2 jl��trojSiit

I
生きる力の

育成

2

3

確かな学力を
伸ばします

健やかな体を 育の充実
育てます

ページ 点検及び評価担当課

24学校指導。-果

25学校指導ぽ

3いじめ'虐待防止等に関する取組の椎進 26学校指導課

1新しい時代に必要となる資質'能力の育成 27学校指導課

2持続可能な社会の創り手を育む教育の推進29学校指導課

1 ,え、怒ボ-ツライフの実現を目指したg 30学校指導課

n
学校教育環
境の充実

2健康'安全に生活する力の育成

1特別支援教育体制の充実

-Au-�y®

4個性を伸ばし2特別支援教育の理解推進
ます

3教育相談休制の強化

1授業力の向上

2生活指導力の向上

3組織運営力の向上

4外部折衝力の向上

教員の
1資質'能力を

高めます

開かれた学校
2づくりを進めま1家庭'地域との連携の推進

3
学校環境を
整えます

社会全体の
m教育力の向

±

1施設整備の椎進

2安全'安心な環境の充実

1多様な学びの提供

誰もがいつでも

1p?&� etwww
3学習環境の整備

地域における1学校.家庭.地域との連携
2学びの循環を

椎進しまず
2学びをいかす機会の創出

歴史遺産を
IVいかした学

びの推進

文化財Iこ対す1文化財普及事業の推進
1る理解を深め

まt 2市民による文化財の保護.普及の促進

1文化財の調査'研究の推進

文化財の調査-
2保存'活用を進2文化財の保存.活用の推進

めます

31学校指導課, 学務課

32学校指導ま

33学校指導課

34学校指導課

35学校指導課

36学校指導課

37学校指導課

38学校指導課

39学校指導課

40教育総務課

42学務課

43社会教育課, 公民館課, 図書館課

45社会教育課, 公民館課, 図書館課

47社会教育課, 公民館速, 図書館課

49社会教育ボ, 公民館課, 図書館課

51社会教育速, 公民館課, 図書館課

53ふるさと文化財課

54ふるさと文化財課

55ふるさと文化財課

56ぶ、るさと文化財速

57ふるさと文化財課3史跡の保存'整備'活用の推進

5:順調に進んでいる4:概ね順調に進んでいる3:やや遅れている2:遅れている1:実績なし
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評価

5

4

5

5

5

5

4

5

5

5

4

5

4

4

4

5

5

3

3

4

3

3

3

3

4

4

5



施策の方向性I

[1-1]

生さる力の育成

豊かな心を育みます

取組の柱1 人権教育の推進

子どちたちが, 人権尊重の理急を理解し.実践する態度を身に付けるために, 各学校で児童’生徒の発達段階に麻
じ.全教育活動を通して人権尊重の意識を高め.人ひとりを大切にした教育の充実を園ってし)さます。
また, 家庭.地域に対ずる人権教育につじXての啓発活動を升実させて, 学校.家庭.地域との連携を図っていきま

す。
こうした取組を通して.子どちたちの自他の大切さち認める心情や, 様々な場面におし1て自分でギJ断して行動をとる

ことのでぎる宴践力等, 人権が尊重される社会づ<りに寄与ずる資質.能力を育む人権教育を推進していぎます。

5年間の達成状況評敏

1主要施策の進捗状況(令和2年度。

及こ 令和2年度

'5年度)・達成伏況(令和6年度)評価

取組状況(上欄)及び評価(下欄)

～令和3年度～令和4年度～令和5年度 yち和6年度
到達目德

めg..ギ◎☆ルたな全校が, 学校経営方針に人権
ヴぐさぎ予まま雲教育の取組を記載するととち

1ズぐ�ン/、mMgに, 人権教竜全体s+画等の見
WJJU穴' ,直しゆ改善s行った。

学校は, 月童・生徒の発
達段階に麻じ, 全教竜活
動ち通して人権尊重の意
識を高め, 人ひとりを
大切にした教育の巧実を
図っている。

学校指導課 5

学校・家庭・ゼ
„が連携b-た入和
2育の推進-;

学校だよりゆブログ等を通し
て, 全校が家庭ゆ地域へ人権
教育に関する取組につし)て周
知を図った。

学校は研修を充実させ,

を図るととちに, 学校だ
より等を通して家庭や地
域へ取組を発にしながら
連携を深めている。

.学校指導課

評価のぞほ瞳

5

5 次期教育ビジョンペの方向性

今を
夏及び
Dち向性

学校・家庭■地域が連携した
人権教育を推進するために,
コロナ禍における連擦方法の
ェ夫を検ぼしてし)<必要があ
る。

春進捗状況を履g年度を除<@年度終了後に評価さ5:ぼ旧に進んでレ)る4.概ね順過に進んでいる3'やゆ運れてレ1る2:遅れている1:実績なし
春達成伏況を最終年度(令和6年度)終了後じ評価ぐA:+分な成果を上げたB̶定の成果を上げたGやや成果が上がらなかコたひ成果が上がらなかつた

2成果指標の達成伏況評価

成果指標① 人権教育の全体計画や年間指導。ナ画を見直し.改善を図った学校数

成果指標②

年度

実鎭

人権教育推進委員会で作成した人権教育推進資料等を活用し, 授業改善を図った学級
のきj合

令和2年度

小学校：10校
中学校：5校

令和3年度 命和4年度 令和5年度

見伏値
D元年度)

令和6年度 目標値

① ぶ明

各学校の実態に麻じたま題を
踏まえ, 全校が人権教育の全
体計画や年間指導。+画の見直
しや改善を図った。

小学校：10校
中学校：5校

評価

実績

A

小学校：100%
中学校：100%

②
小・中学校共じ.全学級が人

。彌月 権教育推進委員会資料等を活
用して, 授業改善を回った。

小学校：100%
中学校：1m%

評価 A

♦達成状況を各年度終了後にぼ価'A+分な成果を上けた8定の成果を上げたG:夕ゆ成果が上がらなかったD成果が上がらなかコた
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施策の方向性I

[1-1]

取組の柱2

生さる力の育成

豊かな心を育みます

道徳教育の推進 5年間の達成状況評価‘

子どちたちが, 確かな締理観や道徳性を身に付けるために.各学校で差別をずることや願見を持つことな<, 誰に対
してち公正, 公平にし, 正義の実現に努めることや, 公徳心を持って法や決まりを守り, 自他の権利を大切じし, 進ん
で義務を果たすととちに, 多様な考え方を尊重ずる心を育てます。
さらに, 人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念や自立心, 自尊感情等.他者と関わり, 社会に貢献することができ

る力などを育む道癒教竜を学校.家庭.地域が連擦して推進していさまず。

1主要施策の進捗状況(令和2年度'

No,
主要施

SUSt
ぐjン-

sぐ〒欄) 令和2年度

ン5年度)・達成状況(令和6年度)評価

取組伏況(上欄)及び評価(ア欄)

̃令和3年度 ̃令和4年度～令和ち年度 ̃令和6年度
到達目標’

1

教育活動全(2

の充実’

S.S全校が, 学校経営方針に道德
Zg-教育の取組を記載するととち
*Bに.道德教育全体ホ画等の見

直しや改善を園った。,

学校指導課 5

実

道癒教盲推進委員会では.授
業実践を通した研究の成果を
まとめ, 全敦員にリーフレッ
卜を配布した。

に
き施

..でさなしXことちあったが, 当
該資料の活用などを通して,

, .全校で授業改善を図った。

ふ特譲■実■ほおボを
2評綴讓ヨま

・・学校-導課 3

- -学橡指導課-

評価め平ほ-、

3

4

学校は, 各教科や領域の
特性をし)かし, 全教育活
動を通して兒童・生徒が
よ‘りよ<生きるための基
盤となる道德性の育成を
a+画的に行コてし)る。

学校は, 「特別の教科
道癒」の指導方法や指導
内容の充実に関する実睦
的研究や研修を充実させ
てレ1る。

全学校で, 道徳授業地区

公開講座を実施するな
こ学校’家庭'・地域が
連擦して子どちたちの豊
かな人間性を育わ道德教
音を推進している。

次期教竜ビジョンヘの方向性

畳及び’
り方向性

道德が教科となった経緯を踏
まえ, 授業の質的改善をさら
に研究してし\<必要がある。

・進捗伏況を最終年度を除<各年度絡了後に評価さ5:順調に進んでいる4:概ねほまに進んでいる3:やや遅れている2:遅れてし)る1:実域なし
♦達成伏況を覇終年度(令和6年度)終了後じ⑩価'A:+分な成果を上げたB:̶定の成果を上げたC:ゆや成果が上がらなかつたD:成果が上がらなかつた

2

①

成果指標の達成伏況評価

成果指標① 道癒教育の全体計画や年間指導3画を見直レ・改善を図った学校数

錮指偉②

,年ま-

実績

説明

道徳教育推進委員会で作成した道徳教育推進資料等を活用し, 授業改善を図った学級
の割合

令和2年度

小学校：10校

中学校：5校

各学校の実態に昭じだ課題を
踏まえ, 全校が道徳教育の全
体計画や年聞指導計画の見直
しや改善を図った。

令和3年度 ち和4年度 令和5年度

現状-
(令和元年度)

令和6年度

②

A

小学校：100%

中学校：100%

小・中学校共に.全学級が道
德教盲推進委員会資料等を活
用して, 授業改善を図った。

評価 A

春達成状況を各年度縫了後しぜ価4 A+0な成果を上げたB:定の成果を上げたGゆや成果が上がらなかったD.成果が上がらなかつた
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目標瞳

小学校：10校
中学校：5校

小学校：100%
中学校：100%I
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施策の方向性1生さる力の育成

[1-1] 豊かな心を育みまず

取組の柱3 いじめ・虐待防化等に関する取組の推進

「国分寺市子どちいじめ虐待防止条例」に基づさ, いじめを棺絶て
を育み, し1じめを。キさない強しX意志を持ちながら生活できるよラ, ミ
巧実に取り組わととちに.早期発見・早期対廠に努めまず。

また, 子どちや保護者との信頼関係の構築に努め, 子どちの表情や身体の変化を見逃さなし\ように注意する等.虐待
の早期発見に努めます。虐待を発見した揚合は.関係機関と連携して虐待を受けた子とちに対して必要な支援をbいま
す。

5ために子どちたちが自他を大切にずる豊かな心
ミ・家庭.地域が一体となってしXじめ防止教育の

5年間の達成状況訓価

1主要施策の進捗伏況(令和2年度ぺ

'レ主要̶ズ上耗
-,及び主管隅,(下; 令和2年度

'5年度)・達成状況(令和6年度)ぽ価

取組伏況(上欄)及び̶(T欄) ..

～令和3年度～令和4年度～令和5#度 y令和6年度
到達目標

ふ

児童会.生徒会フスーラムで
は, 「STOPいじめ！国分寺

ノ,-、,*.Aお.:レめ☆¦キ5力榮J 「国分寺子どちSルー
,二'だぽほlujwル」の見直しをテーマに話し
1.7CBX<BM"� ' Gった。その後, 各学校で,

; . � 括し合し1の結果をし1かした
-・- . -・様々な取組が行われた。

学校は, 自他を大切にす
る心情を育てるととち
に, し)じめをみさなしだ登
し)意識を持った児童■生
徒を育ててしXる。

学校損導課 5

'.',児童・生徒虐待対想担当教諭
: ' ・ ・研修会は, コロナ禍により中
, .,.'止としたが, 虐待対麻につい

-ノ '". て, 校内委員会等で定期的に
=虐待防止Iと尚け'だ確認するよう校長連絡会で依

2取組の充実,‘ : �頼した。各校では, 校内要員
\ ' 会を月1回以上実施し, 家庭

'. ‘’‘ , .伏況ち含めた子どちの様子の
.ノ " ・ しン情報共有や対麻の検討が行わ

..'・ '.- -,. HTco

'学羨指導課ご‘--

'ヤ唄の平̶ -.,,-

5

5

学校は, 子どもや保護養

との信頼関係の溝築に努
め, 子どちの表情や身体
の変化を見逃さなしXよラ
に注意ずる等.虐待の早
期発見に努めている。

次期教竜ビジョンヘの方向性

し1じめ防止に対する児童・生
徒の主体的な取組を推進する

'ため, 児童会・生徒会フォー
Iラムや小・中連携教竜等を活
用し.具体的な取組につなぱ
てしパ。

華進捗状況を展終年度を除<各年度終了後に評価ぐ5:順。周に進んでレ1る4.概ね順調じ進んでしXる3:ゆゆ遅れている2:遅れてし1る1.実横なし
拳達成状況を最終年度(令和6年度)終了後に評価さA:+0な成果在上Iプた, 8:̶定の成果を上IプたC:やゆ成果が上がらなかったD:成果が上がらなかつた

2成果指標の達成伏況評価

成果指標① 虚知レたし\じめのうち.聞き取りゆ話合し\等の対想を図った件数の割合

年度… 令和2年度 令和3年度 ま4年度 令和5年度

実績 100%

「し)じめは.どんな理由力fあってちいけなし)ことだと思し)ますか。」としXう問しソこ.
肯定的な回答をした児童・生徒のき」合

(令禾
キ値
モ年度)

令和6年度

小学校：98.C
中学校：92.7

g標値

①説明
認知したしXじめの全ての案件
について, 被害児童からの聞
さ取りや加害児童ぺの指導等
の対応が図られた。

100%

。ギ価

美績

A

②
コロナ禍により, 全国学力・

説明 学習状況調査が中止となった
ため, 評価不能。

小学校：100%,
中学校：100%

評価 一

春達成伏況をs年度終了後に。ギ価夕A'+分な成果を上げた8'̶定の成果を上ばたG:やや成果が上がらなかつにD成果が上力1らなかつた
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施策の方向性I

[1-2]

生ぎる力の育成

確かな学力を伸ばしまず

取組の柱1 新しい時代に必要となる資質・能力の竜成

「基礎的.基本的な知識及び技能の習得」, 「思考力, 半j断力.表現力等の育成」, 「学びに向かつ力, 人間性等の
溺養」としXラ視点から授業改善に取り組むととちに, 指導にいかず評価を工夫していきまず。その際, 教科横断的な視
点から敦育内容を配ダJし教育。き程の編成をェ夫します。 �

また, 子どちだち一人ひとりの能力や適性に起じて個別最適化された学びの実現を図るととちに.家庭と連携した学
習習慣の確立に努めていさまず。

さらに, 体験的な活動を重視しだ取組ち充実してし)さます。

5年間の達成伏況弾価

1主要施策の進捗伏況(令和2年度'

.. .主要施策(上欄)
m及び主管鍵(T欄) 令和2年度

ン5年度)・達成状況(令和6年度)評価

.取組状況(上欄)及び評価(下欄)

̃令モ03年度 ̃令和4年度～令和5年度 "令和6年度
到達目標

全校の教育課程にカリキュラ
ム・マネジメントに関する内

力りキュラム・マ容が盛り込まれてしXた。ま
1ネジメントの確立た, 教科等の年間指導らナ画に

教科横斯的な視点ち反映され
ており.適正に実施した。

学校は.教科横断的な視
点で敦育内容の配列をェ
夫しながら, 学習の基盤
となる資貿.能力や現代
的な諸課題に対応できる
力を育んでレ)る。

学校指導課 5

主体的・対話的で授業改善の推進について, 全
深い学びの視点に校の教育課程に明ボされ, 校

2立った授業改善の内研究等と関達させながら,
'"推進 全学級で取組在進めた。

学校指導腺 5

学校は.主体的・対話的
で深い学びの視点を躍ま
えて, 授業の創意ェ夫や
教材, 敦具の効果的な活
用を図るなど, 目標を明
確じした授業改善を推進
してし)る。

3

G I GAスクール構想による1

人1台の端末霞境の劾果的な活
二起じた指導の用に向け.年度末に全校で全
§ 教員を対象じ研修をbし\, 次

年度の準備を整えることがで
さた。

学校は, 読解力や情報活
用能力など基盤的な学力
を確実に習得させるとと
ちに, 個人の進度や能
力, 関心に廊じた学びの
場の充実を図っている。

学校指導課 5

コロナ禍における対恋として
., ��,学習支援コンテンツの導入等

''に取り組み, 家庭学習におけ
るタブレット活用の検討にし～
かした。

学校は, 確かな学力の定
着のために, 学習意欲や
粘り強<課題に旧り組む
態度などを育みながら,
家庭での学習習慣の確立
を推進してし\る。

学校指導課 5

体験的活動を取り
-入れた授業等の充
5実

各学校ではコロナ褐におレ1て
ちグルーブの人数を減らした
り.場所を広<確保したりし
ながら.体験的活動を取り入
れた授業を工夫してbった。

学校は.各教科等の特質
に麻じた体験的活動を重
視ずるとともじ.体験的
活動を取り入れた授業等
の充実を図ってしXる。

学校指導涯 5

3年度から学

昆施となる

指導とぽ価の一体ことを踏まえ, 市の教育研究
6化の推進

学校指導連

会等で各教科のぽ価の在り方
につし)て学びながら.。ギ価規
準等の見直しを図コた。

5

学校は, 月童・生徒のよ
しV点や進歩の伏況などを
積極的に評価ずるととち
に.そのぜ価を基に指導
の過程や成果を振り返
り, 授業改善を図ってし、
る。
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評価の平均値 5

課題及び
今後の方向性

令和3年度から中学校におレXて
学習指導要領が全面実施とな
るため.敦竜課程の進行管理
の徹底を図ってし)<悠要があ
る。

次期教育ビジョンヘの方向性

春進捗伏況を最終年度を除<各年度終了後にン価さ5:ぼ遇に進んでし)る4:概ね順虚に進んでし)る3:ゆや運れてし)る2:運れてし1る1.実練なし
♦達成状況を最終年度(令和6年度)終了後にぜ価さA:十分な成果を上Iプた8:̶定の成果を上IプたG:やや成果が上がらなかったD:成果が上びらなかつた

2成果指標の達成伏況評価 �

成果指標① 授業内容の理解に関して, 肯定的な回答をした児童’生徒の割合

成果指標② 全国学力・学習状況調査の算数■数学における東京都の平均正答率との差

年度 ち和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

実績 一

現状値
ぐgm5gg)

令和5年度

り浮校：91.3%
中学校：79.1 %

小学校：4.0ボイント
中学校：5.0ポイント

g標瞳

①

コロナ禍により, 都の児童・
生徒の学力向上を図るための
調査が中止となったため, 。平
価不能。

小学校：97%
中学校：87%

②
コロナ禍により, 全国学力・

説明 学習状況ボ査が中止となった
ため.詳価不能。

小学校：5.0ポイント
中学校：6.0ポイント

評価 一

春達成伏況を各年度終了後に評価さA.+分な成果を上IプたB:̶定の成果を上げたG:やや成果が上がらなかったD:成果が上がらなかった

28

明
 
価
績

説
 
調
勢



施策の方向性I 生さる力の竜成

[1-2] 確かな学力を伸ばレます

取組の柱2 持続可能な社会の創り手を育む教育の推進

外国語教育を充実するととちに, 異なる文化への理解を深め, 国際社会に主体的に貢献できる人材の育成に努めま

また,情報や情報技術を受け身で捉えるのではな<, 手段として活用してい<力を竜てるととちに, 世界を変えるた
めの1了の目標「sms」S踏まえて, 持続可能な社会づくりのための課題解決に必要な能力.態度を育てまず。
さらに, 社会的.職業的自立に向けて必要な基盤となる資質.能力につし)てちキヤリア教育を通して竜ててレ)さま

す。

5年間の達成状況評価

1主要施策の進捗状況(令和2年度r

�■r
' '. . .'y令和2年度

外国語教育推進委員会を年間3
回開催し, 授業研究を通して
得た成果を, リーフレットに

国際熟賣の布寒むぢまとめて, 小学校全教員に配
1 . ": ;-.. .シダ布した。学校では, 当該資料

'.',‘ふバ'シ等を活用した授業改善を図っ

5年度)・達成伏況(令和6年度)評価

取組状況(上欄)及び課価(下欄)

̃令和3年度～令和4年度 ̃令和5年度 "令和6年度
到達目擦

た。

--学̶導課- 5

か� ?'
'-,ホ

2

情報教育推進委員会では, 1

,-・人1台端末の活用ルールや活
.1用スケジュールについて検ぼ

mwMBUjサぞした。2月に各校に原案を示
- ,...し, 3月宋には全校が作成を
/ .. '...・-完了した。

学校指養與: 5

3

I ' .' . ・'; -, ;・ .都の「持続可能な社会づ<り
--・・ソ\-‘--'ぶに向けた教育推進校」の指定
埋4からバホ‘てンを受けた第中ぎホ交の6Rをホ
WW»WU7C�?果等につし)て, 発表会を通し

,.・'./;・,'"・て, 市内全体で共有を図っ
… . '.".,̃ /=.

学校揮藥與.,--'-, 5

夕
市独自の「キヤリア・パス

セ̃Mでめさよみポートjの形式を提示し, 各
-11,ソメて*ABUダも校における作成を指導してき

4夫-.:.,..ンた。各学校では, 工夫しなが
. . ....,-. 'ら活用在図った。

学核指導課二=

評髄の本ぼ値,;':.

課題及び..
今後の方向性

5

5

'.GIGAスクール溝想による1人
1台端末の効果的な活用を推

-.‘進ずるため.計画的に研修を
実施するととちに, 各校の実

.,践事例の共有を定期的に行っ
-'てし̃<。

学校は, 国際社会の中で
の共き・協力を実現する
ために, 異文化ととちに
我が国の伝統や文化につ
し〉ての理解とそれを尊重
する態度を盲てている。

学校は, に下を積極的に活
用しながら各教科等の学
習を充実させるととち
に, 情報モラル教育の徹
底を図ってし\る。

学校は, ESDやsmsと
の関連ち踏まえ, 持続可
能な社会づくりに向けた
問題の解決に必要な資
質・能力を育ててレ̃る。

学校は.児童・生徒が社
会的・職業的自立に向け
て必要な基盤となる資
質・能力s身に付けられ

能ぐ簿讓
究実している。

次期教育ビジヨンヘの方向性

華進捗伏況を展終年度を除<各年度終了後にぼ価4 5順調じ進んでいる4:概ねI匿。斯こ進んでいる3.ゆホ運れている2運れてし\るづ:寒播夕し
春達成状旧を匿終年度(令和6年度)終了後にぼ価0 A:+分な成果を上IプたB:̶定の成果を上げたc'やホ成果が上がらなかつたD:成果が上がらなかつた

2成果指標の達成状況評価

成果指標①

・成果指標②.

外国語教育推進委員会で作成した外国。き敦育推進資料等在活用し.授業改善を園った
学級の割合

[IGTを活用した授業を積極的にbってし)るか。」という問しリこ.肯定的な回答をし
た学校数

規伏値
(令和元年度)

①

②

.;..- ,令和2年度

小学校100%
中学校一

外国語教盲推進委員会が小学
校対象で開催だったため小学
校のみの評価となる。令和3年
度からは.小・中学校を対象
として委員会を開催する予
定。

A

小学校:10校
中学校：5校

全校が肯定的な回答をしてい
るが小学校2校, 中学校1校が
「概ねあてはまる」に留まつ
てしXる。GI6Aスクール溝想を
踏まえた充実が速題となる。

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

評価 B

曇達成伏況を各年度終了後に評価さA.+sな成果を上けたB定の成果を上Iプたじやゆ成果が上がらなかったD.成果が上がらなかつた
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g標値

小学校：100%
中学校: 100%

小学校：10校
中学校：5校
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施策の方向性I 生ぎる力の育成

[ I -3] 健やかな体を育てます

取組の柱1 豊かなスポーツライフの実現を目指した教育の充実

体育の授業や日常生活における体育的活動を充実させ, 運動の楽しさや喜びを味わわせるととちに, 運動の多様な楽
しみ方を学ばせます。モして, 学習したことを実生活や実社会にし1かし, 豊かなスポーツライフを実現することができ
るよラにしまず。

また.「東京都児童・生徒体力・運動能力, 生活・運動習慣等課査」の結果を活用し, 。果題を明確にした上で, その
課題解決じ向けて各校で目標を定め, 継続して取り組みます。

中学校における運動部活動につし\ては.「運朝部活動の在り方に関ずる方針Jじ基づさ活動方針を定め, 生徒が自主
的・自発的に活動し.ノてランスのとれた心身の成長と学校生活を送ることがでさる場となるよう.運営方法を改善・充
実させてレ)きます。

5年間の達成狀況-ま'ら

1主要施策の進捗状況(令和2年度f

主要施策(上棚)
No.

及び主管課(ア構)‘- 令和2年度,

'5年度)・達成状況(令和6年度)評価

取組状況(上棚)及び評価(Tffll) -

～令和3年度 ̃令和4年度 ̃令和5年度 ̃令和6年度
到達目標-

1

; .パ本盲の授業につしXては, コロ
'.-J ナ禍による制約がある中.

力能力め向上及小’中学校共に, 感染防止対
言動習慣の確立策をェ夫しながら.必要な指

'導内容ち適切に実施ずること
.. ..ができた。

学校は, 体育の授業やs
常生活における体盲的活
動を充実させながら, 運
動能力の向上や運動習慣
の確立s図ってし)る。

学校指塞課 5

蓮動部活動等の
2改善.充実-.

学校指專課.

評価の平均値1

専門性の高し1指導を行ラた
め, また, 働さ方改革を踏ま
え, 部活動指導員を中学校全
体で5人配匿した。

5

5

誌を■認響ぎデ
自発的に活動し, バラン
スのとれた心身の成長と
学校生活を送ることがで
きる場となるよう, 運営
方法の改善・充実を図っ
ている。

次期教育ビジョンヘの巧ほ性

鍵題及び
今後の方向性

働ぎ方改革をさらに促進する
ため, 部活動指導員の配置人
数を増加してしx<。

♦進涉状況を最終年度を除<s年度終了後じ評価4 5:順禪に進んでいる4'概ね順適に進んでレ)る3'やゆ遅れてし1る2.運れてしXる1'実横なし
♦達成伏況を最終年度(モ和6年度)終了後に評価4 A:+分な成果を上げたB'̶定の成果在上IプたG:やゆ成果が上がらなかったD.成果が上がらなかつた

2成果指標の達成状況評価

成垂指標①

成果指標0'

年度

実績

東京都児重.生徒体力.運動能力, 生活.運動習慣等謂査におし)て, 「運動Sちっと
したし)と思うか。」とし)う問し1に, 肯定的な回答在レた児童’生徒の割合

東京都児童.生徒体力.運動能力.生活.運動習慣等ボ査において.小学校6年生と
中学校3年生の体力合才点が東京都の平均値をよ回る学校数

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

(ぐ鉛

令和6年度 g標値

① 説明

コロナ褐により, 東京都児
童・生徒体力.運動能力, 生
活・運動習慣等ぼ査が中止と
なったため.。ギ価不能。

小学校：1(
中学校：1(

評価

実績

② 説明

つロナ禍により, 東京都児
童・生徒体力’運動能力, 生
活・運動習慣等調査が中止と
なったため, 課価不能。

小学校：10校
中学校：5校

評価 一

導達成状況をs年度終了後にば価夕ん+分な成果を上げたB:定の成果を上IプたGやホ成果が上がらなかったひ成果が上がらなかつた
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施策の方向性I生きる力の育成

[ I -3] 健やかな体を竜てまず

取組の柱2 健康・安全じ生活ずる力の育成

自分の体や心の健康に対する関心を高め, 自己の健康につし)ての課題の解決じ向けて主体的に学習することを通し
て.生涯にわたって健康を保持・増進しよラとする態度を育てます。

また, セーフティ教室や藥物舌L用防止教室を開催して子どちたちの危機回避能力を高め, 鍾康で安全な生活を営むこ
とがでさる力s育てます。

5年間の達成状況評価

1主要施策の進捗状況(令和2年度～5年度)・達成伏況(令和6年度)評価

が

'1

は衝
ぐ下補)

安全教育の

:学校指寒課・

2
食育の推進

>・・・.

学務課

さSt
■家庭・
書した取組の

」-学校指導課.

ン評価の平均値

令和2年度

保健領域の学習内容につし～
て, 小’中学校共に, 全校で
年間指導け画の作成が行われ
るととちに, 適切に進b管理
がされた。

5

収組状況(上欄)及び評価(ア棚)

̃令和3年度 ̃令和4年度

オリンピック・バラリンビッ
ク競技大会のホストタウン国
等の料理を提供したことゆコ
□ナ禍により食材の在庫が大

,幅に増加したことから国の事
業による牛肉や繭の食材提供
を受け, 食ぺの関心を高め
た。しかし.コロナ禍のた

'め, とうちろこしの皮むき
等, 体験を通しての食育は中
止とした。

3

'全校が, セーフティ教室や薬
物乱用防止教室在予定してし、

w.�.たが, コロナ禍のため.児
童・生徒のみでの開催とする
などェ夫をしながら実施し
た。なお, 保護者, 地域に対
しては, 学校だよりやブログ
等を通して周知を図った。

4

4

y令和5年度 d令和6年度
到達目標

学校は, 生涯にわたって
健康を保持・増進しよう
とする態度や健康で安全
な生活を営むことができ
る力を育ててし)る。

学校では, 給食の時間を
はじめ教育活動全体を通
して食育を推進してし、
る。

学校は.学校・家庭-地
域力f意見交換等がでぎる
揚s段定しながら, 互レ～
に協力して健康課題に関
する取組を推進してし、
る。

次期教育ビジヨンヘの方向性

るため, 感染防止対策を踏ま
えたセーファィ教室等の実施

, 方法につし)て.さらにェ夫を
.課題及ぴ 検ばしてし)<。学務課の食育

今後の方向性 の推進につし]ては.小.中学
校の栄養士じよる連格会を定

- 期的に開催し情報共有を行
� ラ。また農業者からの話や体

験等.食に関心が高まるよう
な食育指導を進めてしA<。

♦進捗状況を履終年度を除<各年度終了後に評価力5'順S謝こ進んでいる4:概ね順調に進んでいる3'ホや遅れている’2:運れてレ\る1:実横なし
♦達成伏況在醒終年度(令和6年度)終了後にな価� A:十〇な成果を上IプたB:̶定の成果を上げたC:やや成果が上がらなかったひ成果が上がらなかつた

2成果指標の達成状況ぼ価

成巣指標① セーファィ教室及び葉物お用防化教室の内容を見直し.改善を図コた学校数

-成果指標② 小学校栄養職員等による食育指導の回数

甜票瞳

令和2年度

小学校：10校
中学校：5校

全校で昨年度までの課題を基
に, 実施内容等の見直しや改‘
善を図コたが.〕ロナ禍によ
る臨時休業等により, 開催が
中止となった学校ちあった。

A

各校(平ね)
8.5回/年

コロナ褐のため, 野菜のさや
わき等.冗童が密になる食竜
指導を中止した。

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

評価

録達成伏況を各年度終了後に巧価=

c

A+Bな成果sとげた日定の成果を上IプたC:ホや成果が上がらなかったD成果が上がらなかつた
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s校(ギほ)
23.1回ノ年

令和6年度

小学校：10校
中学校：5校

各校25回/年
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施策の方向性1

[1-4]

取組の柱1

生ぎる力の竜成

一人ひとりの個性を伸ばしまず

特別支援教育体制の充実 5年間の達成̶価:i

子どちたち一人ひとりの教竜的ニーズを的確に捉ス, 通常の学級での含め細やかな指導.支援の充実と併せて, 特別
支援学級及び通級指導学級(特別支援教室)での指導.支援の充実, 発展を図ります。その中で, 生活や学習上の困難
を改善.克脂し, 主体的・積極的に社会に参函しようとずる意德を育みます。

1主要施策の進捗伏況(令和2年度「

&(�)-
令和2年度

'5年度)・達成状況(令和6年度)評価

取組状況(上柵)及ぴ評価(下欄)

～令和3年度 ̃令和4年度～令和5年度 -令和6年度
到達目標

1実

',‘ ・; ' . /次年度小学校入学予定の御家
. 庭を対象に例年.特別支媛教

わ口l,ホぼゆhmお’替説明会を開催してし)るが,
コロナ禍のため, 中止とし
た。代曽として.ホームベー
ジじよる広報や希望垂ぺの書
面配布S6った。

学校は, 子どちたち一人
ひとりの教育的ニーズを
的確じ捉えながら, 指
導・支援の充実・発展を
図ってし1る。

学校指奪課 4

2蓮

資教育に関
趨藏の推

令和3年度から中学校の巡回型
'特別支援教室を開始ずるた
め, 特別支媛教室運営委員会
で検討を重ね, 令和2年12月
には運営マ_ュアルを作成
し, 各校に配布した。

環境整備を計画的に進め
るととちに, gj籍制度の
適切な運営を図ってい
る。

学校指導課

評価の平均‘晴

5

5 次期教育ビジョンヘの方向性

第3次特s」支援教育基本計画
(害務教育時)を見直し, 令

和4年度からのけ画作成を計
画的に進めてし)<。

♦進捗状況を最g年度在除<各年度終了後にぼ価夕5.1眉S斯こ進んでし)る4:概ね順。馬じ進んでレXる3:やや運れてレXる2:運れている1'実練なし
卷達成伏況を最終年度(令和6年度)終了後にぼ価� A'+分な成果を上げた8:̶定の成梁を上IプたC:やや成果が上がらなかつたD:成果が上がらなかつた

2成果指標の達成状況評価

成果指標①

成果指標②’’ 副籍制度による交筑希望者のうち.交流活動が行われている月童’生徒のきJ合

年度’

実績

① 説明

「学校生活支援シートを必要な児童’生徒じ作成し, 活用してレ\るか。」という問い
に, 肯定的な回答をした学校数

令和2年度

小学校：10校
中学校：5校

学校生活支援シートの作成に
は.保護者の協力が不可欠な
ため, 保護者ぺの理解替発を
さらにェ夫してし)ぐ必要があ
る。

令和3年度 令和4年度

現状鐘
(令和元年度)

令和5年度 令和6年度

②

A

小学校：100%
中学校：100%

コロナ禍じより直接交流が困
難な伏況ではあったが感染防
止対策をェ夫しながら短時間
の直接交流ができた事例ち
あったため事例の共有を図っ
てし)<。

評価 A

華達成伏況を各年度終ア後に評価夕A:+分な成果を上げたB̶定の成果を上ばたC:ゆゆ成果が上がらなかつたD'成果が上がらなかつた

小学校：1a
中学校：1a

g標庭

小学校：10校
中学校：5校

小学校：100%
中学校：100%

32
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施策の方向性I

[I-4J

取組の柱2

生さる力の育成

一人ひとりの個性を伸ばしまず

特別支援教育の理解推進 5年間の達成状況評価:';・・

特別な支援を必要とする子どちたちの能力や可能性在最大眼に(申長するために, 教員, 子どち, 保護者.地域住民が
特別支媛教育じつし1て理解を深めてし1<ための取組を推進していきまず。

まだ, 子どちたち一人ひとりに適切な教育ゆ支援を行っため, 様々な機関との協議を通して就学先を検ゴするととち
じ, 必要に応じて, 就学後の支援ち行っていきます。

1主要施策の進捗状況(令和2年度ぺ

it. .-主要施策-(上揮)..
化■蘇冗お.・・・' 令和2年度-

'5年度)・達成状況(令和6年度)評価

取組伏況(上欄)及び評価(下欄)

̃ち和3年度～令和4年度～令和5年度 海06ね
到達目標

1

若手教員育成研修では, 1～
13年次全てで特別支援教育に
-関する研修を実施した。つ口
ナ禍のため, 資料を基に各自
研修を6う書面開催とした。

パ学校指蹴 4

2 '
̶の充ま,

s- ぐ-
, .-'

rf

-ハ‘♦―,

' -■の平均填s-:-

個別支媛委員会を年間15回開
催し.一人ひとりの子どちの
実態に麻じた支援につし]て検
討を行った。相談件数の増加

る。

5

5

--,課題及び. -
今後め方均性’.

相談件数の増加に伴う,

つレ1て, 次期計画への反映を
:,特別支援教育推進委

'員会で検討してい<。

教育委員会及び学校は,
教員.子どち, 保護者.
地域住民が特別支援教育
につし1て理解を深めてし、
<ための取組を拜実させ
てし1る。

教育委員会は, 子どちた
ち人ひとりに適切な教
育や支援をbうため,
様々な機関との協議を通
して就学先を検。才すると
とちに, 必要に麻じて就
学後ち関係機関と連擦し
て支援している。

次期教育ビジョンヘの方向性

♦進捗伏況を最終年度を除<各年度終了後にが価'5'順源こ進んでいる4:概ねほ劇こ進んでしXる3:やや遅れている2:違れてし:る1:実横なし
華達成伏況を最終年度(令和6年度)終了後に評価さん+分な成果を上¦プだB.定の成果を上げたG:やや成果が上がらなかつたD:成果が上がらなかつた

2成果指標の達成伏況評価

成果指擦①,: .・特別支援教育研修会への参加者が役じ立つと回答した割合

成果指德0 ' メ , 特別支援教育に関する理解曾発の取組を行った学校数

.’年廣-_ : -..; : 令和2年度 令和3年度 翁和4年度

実績 一

令和5年度

目標値

令和6年度

①

コロナ褐により, 夏季特別支
援教竜研修会は中止とし, 若

説明 手教員盲成研修ち書面開催と
したため, アンケートが実施
でぎず, 評価不能。

②

小学校：10校
中学校：5校

コロナ褐により.講演や意見
交換会等は設定でさなかコた
が.学校だよりやブログを通
して各校の取組等の紹介を
そ了った。

評価 B

春達成状況を各年度g了後に坪価さA:+分な成梁を上げたB̶定の成果を上けたGホや成業が上がらなかつた

99%

令和6年度

1 00%

小学校：10校
中学校：5校
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施策の方向性I

[1-4]

取組の柱3

生さる力の育成

一人ひとりの個性をI申ばします

教育相談体制の強化 5年間の達成状況評価ら

子どちたちが毎B元気に充実レた生活を送るために, 悩みを持った子どちや保護者等が相談しやすしM本制やぼ境在整
備します。また, 相談内容に臨じて関係諸機関と連携在図り, 問題解決のための方策を探ってし1ぎます。

1主要施策の進捗状況(令和2年度r

及こ

-.?

1

(±»)
び欄) 令和2年度

'5年度)・達成状況(令和6年度)評価

取組状況(上欄)及び評価(下欄)

～令和3年度～令和4年度 ̃令和5年度

; 臨時休業明けじは.小学校5年
; ' .生と中学校1年生を対象に, ス
教育担談活動の充クールカウンセラーの全員面
実 ;' 接を全校で実施し, コロナ褐

における子どちたちの状況把
'握に努めた。

学校指導課 5

学校指導課 5

関係諸機関等との
3連携の強化J

-学校指導課

評価の平均値

2名のスクールソーシヤルワ'
カーが, 学校を定期的じ巡回
し, 児量・生徒の伏況把握や
家庭訪問等を通した支援など
を行レ\ながら, 人ひとりの
状況に航じた丁摩な対麻に努
めた。

5

5

課題及び
今後の方向性

不登校児童・生徒への支援の
充実を園るだめ, トライルー
ムほんだの開設Bの増加等を
検討してし)<必要がある。

令和6年度
到達目撲

教盲委員会は.教育相談
室の定期的な巡回やス
クールカウンセラーの酉3
匿等を適して, 各学校の
教育相談活動の充実を
図っている。

学校は, 不登校児童・生
徒一人ひとりの状況を丁
章に把握しサポート教
室やトライルーム等を活
用しながら.寄り添った
対廠を図っている。

教育要員会や学校は, ス
̶ゾレ、ソ̶ぐレト
カーを中心に, 関係諸機
関と連擦レ腺謹解決を

図ってしXる。

次期教盲ビジヨンヘの方向性

♦進捗伏況を匿絡年度在除<各年度終了後に評価さ5',貞踊に進んでMる4概ね順課に進んでり\る3:やや遅れてレ1る2'運れてし1る1.実播なし
春達成伏況を霞終年度(令和6年度)終了後に評価'A:+分な成果を上けたB':̶定の成果を上げたG:ゆや成果が上がらなかつたD:成果が上がらなかつた

2成果指標の達成状況評価

成果指標① 教育相ば室における相ボ件数‘

成果指標② トライルーム利用生徒の進路決定率

教育相。m 417件
項け砲 電話相談 39件

C��g) ■%

令和2年度

教育相談3了1件
電話相談 56件

コロナ禍により, 4, 5月の対
面相ぼが6えなかったため,
教育相談の件数は減少し, 電
話相談が増加する結果となっ
た。

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

A

100%

②

トフィルームでは, 学校と密
に連絡を取りながら.面接や

説明 論文等の練習を継続して実施
した。3月末には.全員が進路
を決定した。

。ギ価 A

録達成伏況を各年度終了後に評価- A+0な成果を上げたB̶定の成果を上げたG:ゆや成果が上がらなかつたD:成果が上がらなかつた

令和6年度

500件

1 00%
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施策の巧向性K

[C-1J

取組の柱1

学校敦育環境の充実

教員の資質・能力を高めます

授業力の向上 5年間の達成伏況評価.'-,

急速な社会の変化に主体的に向ぎ合い, 他者と協働して.物事を解決しよラとする資質.能力を子どちたちに身に付
けさせるため, 教員は, 研究と修養に努めるととちじ.PDGAサイクルを活用しだ授業改善じ取り組みます。臭体的
じは.各学校の校内研究の充実を園るととちに, 多様な研究活動による成果を市全体で共有してしXきまず。
さらに, 積極的に授業を公開し, 授業改善にいかしてし)きます。 �

1主要施策の進捗状況〔令和2年度。

No.
主要施
Rぴ主智

(よ欄)
Iぐfmプ 令和2年度

'5年度)・達成状況(を和6年度)ぼ価

取組状況(セ欄)及ぴ評価(下欄)

～令和3年度～令和4年度～令和5年度 d翁和6年度
到達目標

校内研究.研修の
1充実 --.

夏季持別研修等.希望参加の
研修はコロナ禍のため中止と
なったが, 若手教養盲成研修
ゆ中堅教論資質向上研修等の
職層研修は, 方法をェ夫して
実施した。

教員は.授業を通して教
員同士で学び合して協議

の助巨を受けながら, 授
業力を高めている。

-学校指導課, 4

2
授業公開の推進

学校指導課

コロナ褐により, 授業の公開
品ぼiおiあ蘇
校では, おたよりやSNS等を
通して, 授業ゆ旧組等の様子
につし)て積棒的に情報発はを
行った。

4

教員は, 保護者や地域住
民へ授業ち積極的じ公開
することを通して.客観
的な立場からの評価s受
け, 授業改善を図ってし、
る。

多様な研究活動の
3ほぼ

市教竜研究会では, 各栽科等
の部会ごとに, 研究授業を通
した実銭的な研究等に取り組
んだ。コロナ褐のため, 紙面
発表を通して, 情報共有を
行った。

教員は, 市教育研究会等
における研究活動を通し
て.実践的な指導力の向
上を図っている。

学校指導課.

‘評価の平均値

4

4 次期教盲ビジョンペの方向性

圈Rび
D方向性

教員の授業力向上を推進する

た実施方法をェ夫レながら,
。ナ画的に職麗研修ゆ専門教育
研修を実施してし\<。

春進捗状況を最終年度を除<各年度終了後にぜ価力5:順課に進んでいる4:概ね順鍵に進んでいる3:やホ連れている2.運れてレ)る1実播なレ
♦達成状況を匿終年度(ち和6年度)終了後に評価さん+0な成果を上げたB:̶定の成果を上IプたG:やや成果が上がらなかっだD.成果が上がらなかつた

2成果指標の達成状況評価

①

成果指標①

成果指標②

年度

実績

ホ明

ぽ価

実績

研究瘍迷会を設定した校内授業研究会を年間5回以上開催した学校数

小・中学校が学校公開を設定した平均B数

小学校：8校

、照I、̶:2め

令和2年度

小学校：4校
中学校：1校

コロナ褐による臨時休業等の
影響ちあじ, 研究授業を計画
的じ実施することが困難な状
況であコたが, 実態に旧じて
実施方法をェ夫した。

c

令和3年度 令和4年度 令和5年度

‘(令和元年度)

令和6年度

9.1 B

目標瞳

小学校：10校
中学校：5校

② 説明

コロナ褐により, 保護者ゆ地
域を対象とした学校公開が行
える伏況ではなかったため評
価不能。

10B

評価 � _

春達成伏況を各年度終了後に口価1A'+sな成果を上げたB.定の成果を上びたCやや成果が上がらなかったひ成果が上がらなかつた
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施策の方向性E

[H-1]

取組の柱2

学校教育環境の充実

教員の資質・能力を高めます

生活指導力の向上 5年間の達成伏況詳価

教員は, し)じめに関わる問題ゆ不登校児童.生徒への対応等に丁寧に取り組をため, 教員同士や関係機関等との情報
共有や行動連擦を図りながら.子どちたちの個性や状況を的確に把握ずることに努めていきます。また, 子どちゆ保護
者の思しリこ寄り添しXながら, 鍵やかな成長に必要な指導.助言又は支援を行ラととちに, 学校b事等を活用して, 子ど
ちたちの主体性の向上在図ることのでぎる教員の育成に取り組みます。

1主要施策の進捗状況(令和2年度ぺ

No.
主塁

e管課(下摘) 令和2年度

'5年度)・達成状況(令和6年度)評価

取組伏況(±;<B)及ヴ評価び欄)
̃令和3年度～命和4年度ん令和5年度 -̃令和6年度

-到達目標

'. .、全校が地域.関係機関等と連
ねホれちシぐほぽ、擦して, 周童’生徒の生活指

.-]§.m�'Si-"wm導に関する。要題について話し
1 MV�U�,. ,合ラ揚をを定した。小■中学
- , -̃ .校で延べ62回実施された。

学̶導課 5

. '. ' . " '全校が, 校内要員会を月1回以
-、 ', 上を定し, 児童・生徒に関す
- ' ・ る情報共有を図った。

/ . 生活指導主任会では, コロナ
児童‘生徒理解の褐のため, 書面による情報共

2充実, 深化, 有やP Gの掲示板機能を活用
̃ . � した意見交換等を実施し, い

‘. ・・じめや不登校等の効果的な対
� '応方法を共有することができ

� ・・ た。

.学校指導課 5

敦員は.しXじめ問題ゆ不
登校への対麻に丁章じg又
り組わため, 教員同士ゆ
関係機関等との情報共有
や行動連携を図ってし\
る。

教員は, しAじめ等の諸問
題の解決に養するため.
担任を中心として, 児
童・生徒人ひとりの伏
況を把握レ組織的に対
麻s図ってし)る。

3活性尼

学校指導課

評価の平均這

コロナ禍におしXて.各校が感
5止対策を徹底した上で,
ミの実態に麻じたェ夫をし

ながら.可能な範囲で学校h
事等をbコた。 .

4

5

コロナ禍じおいて, 関係機関
等との会議や学桜じおける6
事等を実施してし\<ために
は, 感染防止対策を徹底した
上で開催する方法につし1て検
討してし1<必要がある。

敦員は, 用童・生徒の主
体的に解決する力や自己
の生活をより良く改善し
ようとする力を育成する
ため.学校b事等の活性
化を図ってし)る。

次期教竜ビジョンヘの方向性

♦進捗状況を最終年度を除<各年度終了後に。-斬団夕5:順巧し進んでいる4.概ね順課に進んでし)る3.やや運れている2:運れてレ)る1:実補なし
春達成状況を最終年度(令和6年度)終了後にぼ価A A:+0な成果S上IプたB:定の成乗を上げたG:やゆ成果が上がらなかつたひ成果が上がらなかつた

2成果指標の達成状況ば価

成果指標① 学校サボートチーム会議を開催した学校数

.成乗指標② し)じめに関する校内研修を年3回以上実施した学校数

(』譲⑥

①

②

令和2年度

小学校：10校
中学校：5校

コロナ禍において, 各学校で
tAf'/K-わチーしぬネ、」1\一
が来校された機会を活用しな
がら, 裸題解決じ向けた情報
共有や検。才をずることがでさ
た。

A

小学校：8校
中学校：5校

コロナ褐による臨時休業等の
影響を踏まえ, 都が年2回以
上の実施を原則と変更したた
め, 小学校2校は2回の実施
となった。

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

遡 B

春達成伏況をs年度終了後し坪価夕A.+8な成果S上げだB̶定の成業を上げにG:やや成果が上がらなかったD成乗が上がらなかつた

� -36-

目標値

小学校：10校
中学校：5校

小学校：10校

中学校：5校
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施策の方向性E

[H-1 ]

取組の柱3

学校教竜環境の充実

教員の資質・能力を高めまず

組織運営力の向上 5年間の達成伏s評価

校長のリーダーシッブのもと教職員人ひとりが組織の員としての意識を持ち, 積極的に学校運営に参画してし、
<ことが必要であるため, 学校では.OJTを麗推進し, 組繊対麻の重要性につし〉て共通理解を固るととちに, 学校
。平価をし1かした組織の見直し在行っていぎます。

また, この見直しに合わせ.教員の働き方改革じ向けた取組ち推進してしX含ます。

1主要施策の進捗状況(令和2年度「

-化
ま要施
及び主智

い(上欄)-
深(ア欄) 令和2年度

'5年度)・達成状況(令和6年度)評価

取組状況(上欄)及び評価(ア棚)

～令和3年度 ̃令和4年度～令和5年度 #和6年度
到達目標

1

コロナ禍により, これまでの
業務からの変更を余儀な<さ

；に向けれたが, 様々なb事や取組等
gの推進卜を見直ず機会とちなったた

-め.今後の取組にし)かしてし、
ゾ, :・・< 必要がある。

教員は, 「国分寺市立学
校における働き方改革推
進ブつンJに基づき, 各
校の実態に麻じた具体的
な取組を推進してしXる。

-..学校指導課 3

2学校評価の充寒'

コロナ禍により, 学校運営協
議会等が予定通り開催でさな
レAことちあったが, 書面開催
等のェ夫をしながら全校が適
正に学校評価を実施し.学校
改善にし)かした。

教員は, 客観的なデータ
に基づし1た学校評価を実
施し, PDCAサイクル
を活用した学校改善を
園ってレXる。

;-;
-学校指導隷, 5

-" 感染防止対策を徹底した上
・ . ・ 1 で, .各学校の教員等の実態に
_.odTの一園の推進麻じて, 授業観察やミニ研修
3 : 1. ‘会等のodTを定期的に行っ

� '、 Tco

教員は, 校内じおけるo
J Tの実施方法等をェ夫
し.指導技術ゆ生活指導
力等の向上を図ってい
る。

-,:.-学校指寒課-

''‘評価め填均値,

5

4 次期教育ビジョンヘの方向性

教員の働含方改革をさらに進
めてし1<必要がある。管理職
じよる在校時間の把握を徹底
するととちじ, 組織体制の継
続した見直しじっし1ても¦足し
てしズ。

gを最終年度を障<各年度終了後に評価- 5.ぼ踊に進んでいる4:概ねI辰課Iこ進んでいる3:やや遅れてし)る2:運れている1:実練なし
gを最終年度(令和6年度)格了後に評個さA:+分な成業を上IプたB:̶定の成果を上Iプたc'ゆホ成果が上がらなかつたひ成果が上がらなかつた

2成果指標の達成状況評価

-成果指標①

成果指標②

年度

実績

学校評価を活用し, 組織の見直し等の改善を図った学校数

学校マネジメント講座の参加者数

令和2年度

小学校：10校
中学校：5校

令和3年度 令和4年度 令和5年度 命和6年度

6人

目標値

①
全校が学校評価の結果を運営

説明 方法等の改善にいかしてし～
る。

小学校：10校
中学校：5校

②

詳価

実績

盈明

評価

A

4人

コロナ禍により, 日程変更等
はあったが, 予定通りの内容
で進bできた。参加き数を増
やすため, より魅力的な講座
となるよう改善を図ってし～
<。

B

10A

拳達成伏況ss年度終了後しぼ価夕A.+分な成果を上げたB定の成果を上げたG:やや成果が上がらなかったひ成果が上がらなかつた
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施策の方向性K

[11-1 J

取組の柱4

学校教竜逼境の充実

教員の資質・能力を高めまず

外部折衝力の向上

子どちたちがその地域に愛着ゆ誇りを持てるように.学校は保護者や地域と連擦し.教竜活動に積極的に地域資源を
活用していきまず。モのために, 教員は地域6事ぺ積極的に参加して地域住民との関係を深め, 地域住民が学智活動ぺ
参画できるよう企画.提案をしてレ1含ます。連携の推進役としての教員の力麗をさらに高めることで, 特色ある学校づ
<りをより究実させてしXさまず。

5年間の達成状況評価.,

1主要施策の進捗状況(令和2年度r

'k,,-生要6
""あび主智 令和2年度

'5年度)・達成状況(令和6年度)ば価

取組伏況(上欄)及び評価(下欄)

̃令和3年度～令和4年度～令和5年度 一命甜6年度
到達目標

1

コロナ禍のため, 地域行事等
への参加力1難ししり犬況だっ
た。各学校では, 学校だより
やブログ等s通して, 地域と
の情報共有に努めた。

教員は, 地域行事等ぺの
積棒的な参加を通して,
保護者・地域住民との関
係を深めてしXる。

学校指導課 3

授差
„におけるて
2との轉 化

小学校では地域学習が不可欠
なため, 感染防止対策を徹底
した上で外部人材の活用が継
続して6われた。中学校では
感染防止対策を優先し, 中止
とした学校が多かった。

-,学校指導課

評価の乎均靖-

4

4

き後の方向性

コロナ褐により地域6事等ぺ
の参加が難しい状況だった
が, 感染状況を踏まえなが
ら, 地域との連携を深めてし、
<効果的な方法じつしXて検。才
してレ1<必要がある。

教員は, 事前の打合せや
事後の振り返りの方法を
ェ夫して, 外部人材との
連携の強化を図ってし、
る。

次期教音ピジョンヘの方向注

穆進捗状況を履終年度を除<s年度終了後に評価'5:順調に進んでしXる4:概ね順禪に進んでいる3:やゆ遅れてし)る2'違れてレXる1:.なし
♦達成伏況s最終年度(令和6年度)終了後に評価� A:+8な成果を上げたB:̶定の成果S上IプたG:ゆや成果が上がらなかつたD:成果が上がらなかつだ

2成果指標の達成伏況評価

①

成果指標①

-成果指鶴

,年度’

実績

説明

「地域の外部人材を活用した授業やb事等在実施したか。」という問し1に, 肯定的な
'.回答をした学校数 現状値

(令和元年度)
地域と連携した取組を実施した教員の割合

- 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

小学校：10校

コロナ禍におしXて, 地域の外
部人材の方にご協力いただ<
ことが難しい場面ち増えたた
め.特に.中学校3校では, 資
定的な回答とならなかった。 ‘

②

c

小学校：82%
中学校：25%

小学校では, 授業のゲスト
ティーチャーや校外学習のお
手伝し1等の連携が多かった。
中学校では, コロナ褐で連擦
が困難だコた状況が見られ
た。

評価 c

♦達成伏況を各年度終了後に⑨価夕A+0な成果を上げたB'̶定の成果を上け'たCやゆ成業が上がらなかったひ成果力S上がらなかつた

g標値

小学校：10校
中学校：5校

メJ1学校：100%
中学校：100%
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施策の方向性E

cn-2j

取組の柱1

学校教竜環境の充実

開かれた学校づ<りを進めます

家庭・地域との連携の推進 5年間の達成状況評価

「社会に開かれた教育課程」を目指し.家庭・地域との共通理解を深めるため, 各学校の教育活動の意義や意図をわ
かりやす<家庭・地域に示してし)きます。また.保遵者や地域住民が積極的に学校運営や学習活動に参画できる1さ境や
仕組みの整備にち取り組んでし)きます。

1主要施策の進捗伏況(令和2年度ぺ

生要0 (上欄),
SS (Tffl) 令和2年度

'5年度)・達成状況(令和6年度)評価

取組伏況(上棚)及び評価(下欄)

̃令和3年度～令和4年度～令和5年度 "令和6年度
到達自標

.コロナ禍にあったが, 挨接運
地域の特色をし)か動を行ったり, 書面での情報

:じたホ・中連携教共有を図ったりと中学校区ご
1倉の推進’ との実態に旭じた特色ある取

組を進めることがでぎだ。

学校は, 地域の特色をし～
かした取組s進めなが
ら, 中学校区全体で, 地

る。

学校指導課 4

コミゴニテイ・ス

クー・ル協譲会, 学
2校運営t̶をの活
̃性化

学校指導課・

11月の教育7DAYSに合わ
せ, コミュニテイ・スクール
フオーラムを実施した。コロ
ナ禍のため, 会揚の人数制限
があり.部の関係者のみの
参加となった。当日は, 教員
とコミュニテイ・スクール関
係者合わせて, 約50名の方に
参加いただいた。

4

コロナ禍により, SNSを通
,じた情報発信の機会が大幅に

学校情報の発信の増加した。GIGAスクール構想
をし1かし.教育活動の様子等

Jを発信する方法を検。才してし、
1<。

3充実

学校指專課・

評価の平均瞳’

5

4

学校は, コミュ_ティ.
スクール協議会ゆ学校運
営協議会の活性化s図
り.保護者及び地域住民
の学校運営への参画を推
進している。

学校は, B常の教竜活動
の様子等じ加えて, その
意義や意図につしXて.学
校だよりやSNS等を活用
して定期的に発(oしてし)
る。

次期教育ビジョンヘの方向性

コミュァイ・スクールの導
入校拡充を図るため.教育ア
DAYSのコミュ_テイ’ス
クールフスーフムを活用し,
現導入校の成果等を発表する
機会在ぶ定する。

華進捗状況を雇g年度を除<き年度終了後に評価さ5:順淵こ進んでいる4:概ねぼ願こ進んでし1る3サタ遅れている2.遅れている1.実練なし
華達成状況を最終年度(令和6年度)終了後じ評価'A'十分な成果を上げたB:̶定の成果を上けたG'やや成果が上がらなかつたD.成果が上がらなかつた

2成果指標の達成状況評価

成果指德① 小・中連携教育の取組を実施した学校数

成果指標② SNS等を活用した発1=を年間35回以上bコている学校数

現状値
(令和元年度)

年度

実績

①説明

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

小学校：10校
中学校：5校

中学校Eごとに.ァーマを決
めて, 研究授業や研修会を実
施した。テレビ会議システム
を活用して会議を行った中学
校区ちあった。

②

A

小学校：10校

中学校：5校

コロナ禍における学校の取組

等について, SNSS活用し

て発にする機会が多<なり.

全校が年間35回以上の更新を
bっていた。

ぽ価 A

華達成伏況を各年度終了後に。T価� A'-l 0な成果S上げたB-定の成果を上ばたじゆや成果が上がらなかったD:成果が上がらなかつた
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巨標値

小学校：10校
中学校：5校
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施策の方向性E

[H-3]

取組の柱1

学校教育環境の充実

学校環境を整えまず

施ぶ整備の推進 5年間の達成状淀評価

子どちたちが安心して快適に学校生活を送れるように.令和元年度に策定したぽ国分寺市学校施。g長寿命化計画力に
基づぎ.ユ̶バーサルデザインの視点を取り入れ.適切な改修Rび改築を進めます。

また.子どちたちの学習じ対する意欲や興昧.関心を高めるととちに, 学校における働ぎ方改革の推進に向けて,
にTぼ境の整備を更に進めます。

1主要施策の進捗状況(令和2年度～5年度)・達成伏況(令和6年度)評価

Ho.
主要施策(上柵)
及び主管課(ア欄) 令和2年度

取組状筑(上欄)及ぴ評価(下欄)

̃令和3年度～令和4年度～令和5年度

コロナ禍にあったが.『学校
施設長寿命化け画』に基づぎ
第六小学校大規模改造ェ事
(その1)Rび第二中学校屋

な施設長寿命内運動場大規模改造ェ事(ぞ
3&の推進の1)を実施した。なお, 当

_ sg計画に位置付けられてし)る
第七小学校大規模改造ェ事
(その1)につし)ては, 令和
3年度の実施へ変更した。

教育総務課

快適なき

2向けた6

教育総務課

IGT環境整備の充

3実

教音維務課

評価の平均這

課題及び
今後の方向性

4

トイレの改修ち第一.一.三
中学校において, 体育館の空
旧設置を第_.三.四小学校
及び第二.=.四.五中学校
においてそれぞれ実施した。
更に, LED照明への更新s第
一小学校(校舎・体育館),
第五小学校(校舎・体育館)
Rび第四小学校(体育館)に
おし\て奏施した。
しAずれちeナ画どおり整備を進
めた。

5

6IGAスクール溝想によるG丁
ぼ境の整備の前倒しにより,
非常にタイトなスブジュール
のなか, 月童’生徒1人1台
の端末の導入と, 普通敦室,
特別教室等において高速・大
容置のインターネットRび無
線LANの敷設等を行った。

5

5

今後ち学校施ホ長寿命化計画
を軸に学校の改修等を行って
レ)<が, コロナ禍による状況
の変化などち踏まえつつ, 慎
重に進めてしA< 必要がある。

"令和6年度
到達目標

学校では.F国分寺市学
校施設長寿命化け画ぷに
基づき, 安全で良好な学
習巧境が整備されてしケ
る。

学校では, トイレ改修や
体育館空適設備のは置,
照明のLED化等, 快適な
学校生活に向けた学校設
備の整備が進んでいる。

学校では, ぽ国分寺市学
校教盲IGT環境整備計画』
等に基づき.にTの環境整
備が進められてし1る。

次期教育ビジョンヘの方向性

華進捗伏況を最終年度を除くs年度終了後に評価力5'順調に進んでレる4:概ねぼS顔こ進んでいる3:ゆホ遅れている2:遅れている1:実緩なし
華達成状況を最終年度(モ和6年度)終了後にぼ価さA'+0な成果を上ばたB:定の成果を上Iプたc'ゆゆ成果が上がらなかつたD成果が上がらなかつた

-40-



2成果指標の達成伏況評価

成果指標① 年度当初らナ画した施設整備がお了した学校のきJ合

成果指標② ぽ国分寺市学校教育IGT環境整備ミナ画Jに基づ<目標を達成した事業

①

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

100%

学校, 綠と建築課及び事業者
との適切な情報共有による整
備の円滑化によって, 計画し
てレ\た工事や修繕は, すべて
完了した。

A

達成

. 100%

現状値 小中学校のブロジェクター
(令ぜ元ぎ度)及ぴ教師用PCの整備並ぴに
----------教室で使用する小学校旧重

用pcの整備について.完了
してし)る。

令和6年度 目標値

100%

②

計画上の位置付けを上回る整
備を前倒しで6レ, 端末の片
童.生徒への1人1台の配備

説明 と, 普通教室, 特別教室等へ
の高速・大容量のインター
ネット及び無線LANの敷設等

sした。

達成

評価 A

春達成伏況を各年度終了後に巧価4 A:+分な成果を上げたぼ一定の成果を上けたc'ゆや成乗が上がらなかったひ成果が上がらなかった
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施策の方向性K

ロー 3】

取組の柱2

学校教育環境の充実

学校環境を整えます

安全・安心な環境の充実 5年間の達成状況ぎ平価

子どちたちが安全・安心な環境の中で学校生活が送れるよラに.自ら学,7機会在確保し.地域や保遵者.警察, 消防
署等と連携し, 通学路等の安全確保に努めます。

学校給食におレAてち.無添加食品や地場産野菜等を使用ずるととちに, 食物アレルギー対麻ではマニュアル等を活用
しながら, 事故の発生を防ぎまず。

1主要施策の進捗状況(令和2年度ハ

Ik主要施策(と欄)
tto-ぶ箱■ほぜ)

令和2年度

'5年度)・達成状況(令和6年度)評価

取組状況(上欄)Rび評価(ア欄)

～令和3年度～令和4年度 ̃令和5年度 "令和6年度
到達目標

1

魂や保護者と達
ンた防災・防犯

全市立小学校におし)て, 通学
路の安全点検を学校やPTA,
整察等と協力し行った。各部
署等じおし1て改善要望個所を
把握し今後の対応にいかす
ことができた。

教育委員会では, 学校,
保虚者, 地域, 替察, 消
防署等と連携レ事故や
災害等に巻き込まれるこ
と力fなレ)よう, 子どちた
ちの安全を確保レてしぐ
る。

学務課 5

質の高い学校給食
2の推進

枯食食材は, 従おより無添加
のちのを使用し, 安心・安全
な絵食提供に努めてし\る。ま
た, 農業者と連德し, 地揚産
野菜在積極的に使用した。

学校は, 献立の改善や地
場産野菜の使用等により
安全・安心で質の高しX学
校給食を提供している。

学務課

評価の平均瞳

課題及ぴ
今後の方向性

5

5

通学路の交通危険個所の点検

については.学校.保護者,
警察や地域等と継続して取り
組んでレ1<。学校給食につし、
ては, 地場産野菜を少しでち
多<使用してし\<よう努め
る。

次期教育ビジョンヘの方同性

♦進捗状況を最終年度を除<s年度終了後に。劉面ぐ5'順。周に進んでレ)る4:概ね旧0-謝こ進んでしXる3.やや運れている2'運れている1:実績なし
礁達成伏況を最終年度(令和6年度)終了後に。斬而さA.+0な成果を上IプたB̶定の成業を上げたG:やホ成果が上がらなかつたD成果が上がらなかつた

2成果指標の達成状況ぜ価

成果.指標① 保護者, 学校, 市.警察等と協力し通学路点検在行った学校数

成果指標② 小学校給食の残菜率

年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

実攝 10校

命和5年度

現状値
ぐgポa5#g)

令和6年度

10校

6.1%

目標箇

①

各学校の保護者と学校, 市,
警察等と一緒に通学路を巡回
し登ア校時の危険個所の点検
sbった。

A

3.9%

② 。那月

コロナ禍により, 密をさける
ため.教員が配食しやすし)献
立で提供した。また, 黙食の
ため食事に集中でさた。

■ A

春達成状況をs年度終了後しば価- A:+sな成果を上げたB-定の成果を上プたCゆや成果が上がらなかっだD'成果が上がらなかつだ

10校

6.1%
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施策の巧向性m

[H-1]

取組の柱1

社会全体の教育力の向上

誰ちがし\つでち学べる学習機会を充実させます

多様な学びの提供 5年間の達成状況評価

子どちから高齢者まで幅広レ\年齢層じ対応するほか, 障害のある方, 子育て中の方.母国。きが日本語でなしX方など,
すべての市民が地域の中で学,s;ことができる環境を整備します。

また, 地域におけるぽ題解決に向けた学習環境の整備ゆ, 郷土を知るための学びの提供を図ります。学習以外にち体
験から得られる学ぴのために, 自然体験や様々な活動の場を提供します。

1主要施策の進捗状況〔令和2年度～5年度)・達成伏況(令和6年度)評価

・ki, -ま宴̶て上摘)
ル̶懸(ボ

昌機会・

tta-iin.'usna. ana

令和2年度

社会教育裸では, 大人版宇宙
の学校はコロナ褐のため施設
見学を中化したが, 受講者が
学んだ内容を子どちに伝えら
れるよう.教材紹介を取り入
れて講座を実施し, 虹べ32g
か参加した。
公民館では, 市民の学習の充
実のため96事業企画したが,
27事業中止し部実施ち含
めて69事業を実施した。
図害館では, 定例のおはなレ
会は実施を見送ったが, 全館
で「スベシヤルおはなし会」
(5回).保盲園への「出前
おはなし会」(3回)の事業
を実施した。また.休館期間
中であってち月童書3冊を。吉
めた「としよかん福袋」の貸
出等ェ夫をレ子どもたちの
学びの還境の確保に努めた。

3

取組状況(上桐)及び評価(ア欄)

̃命和3年度 ̃令和4年度 ̃令和5年度 ヴ令和6年度,
到達自標

3

市民が地域の中で学ふ‘こ
とができるぼ境が整備さ
れている。

市民に地域の連題等の解
決を園るための講座等の
機会が提供されてし\る。

様々な活動の場が提供さ
れている。

・ ・ -公民館は, 地域ぽ題解決に向

.地壌の課題等̶紫8「離'ヒ■座」を4
ス塞筋夢線.輯’1殺をザぼい

.-・ レンスサービスを実施した。 �

公寅̶.’図-館課 3

コロナ禍でち実施可能な事業 <
を以下のとおり実施した。

-. 社会教育課は.わんぱ<学校
- ・' を青少年地域リーダー講習会

,',' と組み合わせて実施した結
', "- . 果, 参加児童が胃少年地域

・' ' リーダー講習会ぺ参加意向を
体験学習の推進-'示すなど地域の担い手として

'-・・ 、’の成長がみられた。27人参加
.' した。

公民館は.地域の特性をしXか
した農業体験講座など, 自然 ‘
体験をはじめ様々な体験学習

1-, の揚を23事業企画し18事
' 業実施し5事業中止した。

せ合敦育德公民館課 4

詳箱め率均瞳, , 3
.' 緊急事態宣言下で中化又は迎

-期の伏況が続しXたため.接触
.. ; や密集等を避け, コロナ禍で

ち実施可能なブログラムを時
期やリモート関催等の方法を
言め検討し, 実施してし)<。
また, 「おはなし会」など中

. 化した事業に替わる揚を企
� 画・実施ずる。

♦進捗伏況s匿終年度を除<s年度終了後にポ励- 5順S斯こ進んでしXる4:概ね順S顔こ進んでいる3'ゆや遅れている2:遅れている1:突播なし
華達成伏況を爵終年度(令甜6年度)終了後に巧価さA.+Bな成藥を上IプたB:̶定の成果を上げたじゆや成果が上がらなかつたD:成果が上がらなかつた

次期教育ビジヨンヘの方向性
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2成果指標の達成状況詳価

̶ゆノぽぼぽ-■館ぽ.せき教育sほ■■-者ぼ
: ,.'成果指標②す 図書館資出冊数 �

・ . 年度‘’- 令和2年度 令和3年度 令和4年度

現状値
ほ和元年度)

令和5年度 令和6年度

①

7'478人

社会教育課は, 受講者が子ど
ちへ伝えられる内容で大人版
の宇宙の学校を実施し, 延べ
32人(目標約50人)が参加
した。
公民館は, 実施できなかった
事業が多<, 参加者数は前年
度の約半数以下となり.
ス232人が参加した。
図害館は, スベシャルおはな
し会, 一B図書館員, 託究保

霊ぽ■■し21̶
B

659,909ffB

②

予約面書貸出の実施などによ
り, 長期の臨時休館にちかか

説明 わらず, 賀料の貸出数は前年
度に比べ7% (5万1千件)
の滅にとどまった。

評価 B

♦達成状況を各年度終了後じ評価�ん+分な成栗を上げたB:̶定の成果を上げたG.ホゆ成果が上がらなかつたD:成果が上がらなかつた

27.257A

711,530冊

g標値

30.000A

1,000,000ff8
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施策の方向性m

[H-1]

取組の柱2

社会全体の教育力の向上

誰ちがし)つでち学べる学習機会を升実させます

自主的な学びの支援 5年間の達成状̶耐を

誰ちがしAつでも自主的に学習し, ともに育ち合うことができるように, 学習や活動を支援します。
また, ホームページ等により, 講座, グループ活動, 人材バンク登録等の情報の提供を図り, 新たな人的資源の活用

及ぴ自主グループの支援を推進します。その他, グループとの協働事業や.講演会.德習会を通して, 市民がつながる
学ふ'場の拡充を進めます。

1主要腕策の進捗状況(令和2年度。

*レ在要施策-(t欄)-'' . - ,
れを品ぎ緯、斤蔽‘バ 翁口ぽぼ

'5年度).達成状況〔令和6年度)評価

取組状況(上欄)及び評価.(下欄)

̃令和3年度 ̃令和4年度～令和5年度 。令和6年度
到達目標

・ . . ・ 公民館は, コロナ禍においてち
� ̶1,305団体の自主グループの学

-ぶモバ,¦_ゴぽね習'活動支援を実施した。
思ま二ぱニノ,0ぼ図書館は, 「スベシヤルおはな

1 3Z.1SWW1E rし会」や地域文庫等と共催の講
,, / 座ゆ講演会を開催し, 旧体の活
'- 動を支媛した。

社会教育施設における自
主的な学習や文化活動じ
対する支援を行ラこと
で, グルーブ活動が充実
してしAる。

公民館裸.1図書館課 3

図書館は, 新刊資料の情報やS
月の展示及びイベントにっし)て
図書館ホームベージ, ツイッ
ターを通じて情報提供をbっ
た。
社会教育課のグループサークル
は, ひかりブラサ窓口にて積極
的に情報提供を行ったため,
110団体(令和元年度76団
体)が登録した。

市民に必要な情報が提供
され.様々な学習・文化
活動に活用されている。

■館鍵.社会教音ぽ 4

公民館は.グルーブとの協働事
.業S24事業企画し9事業実施

した。
図書館は, 提案型協働事業とし

<り本に触れ自分の時間s過ご
とおに学'sl’機会の, すこと.ができるよう託児サービ

3 '拡充 ’スを実施し, 利用音同±の交流
̃ ち生まれ.モ」用者から高しA評価

が得られた。
社会教育課は, 東京経済大学の
授業在受講でさる特別科目聴虚
制度を後期のみ実施し, 10人が

� 参加した。

社会教育施設では, グ
ルーブとの睦働事業等在
通して.市民同士の交流
が図られている。

asaa. @«n». as*n«B

評価の平均瞳

3

3 次期教育ビジョンヘのち向性

課題及び
今後の巧向性

対面・オンラインを活用し, 利
用団体の学習や活動発表の場を
確保し, また, 従来以上に利用
しやすしA事業実施の方法を検。サ
する。
図書館か提案型協働事業として
実施した「託児事業」を直営で

.継続し, 弓Iさ続き学びの支援や
機会の充実を図る。

・進捗伏況s最終年度を除<各年度終了後に評価さ5順滴に進んでしXる4:概ね順湧に進んでいる3:やや運れてし)る2:遍れてし1る1.実精なし
春達成伏況を霞終年度〔令和6年度)終了後じ評価'A:+分な成果を上げたB:̶定の成果を上げたG:タホ成果が上がらなかつたD'成果が上びらなかつた
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2成果指標の達成状況評価

\禅畢指̶, "・-公民館利用団体数及びグループ登録数

-.二'.'}胃祭に-ン・園書館ホームベージアクセス数

プパ年摩.-.;"- . 令和2年度

- 実績 1.305団体

①

②

説明

評価

実績

ぶ明

評価

コロナ禍での臨時休館等の影響
が大きい中, 1,305団体か利用
した。

c

551.524ft

感染防止対策による長期休館の
中, アクセス数は前年度に比べ
6%の減にとどまった。

B

令和3年度 令和4年度 令和5年度

ほ羅l)

令和6年度

1,828団体

587,987ft

甜票値

2,000団体

850,000)4=

華達成伏況をs年度終了後に評価さA:+0な成果を上IプたB:̶定の成果を上IプたG:やゆ成果が上がらなかったひ成果が上がらなかつた
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施策の方向性m

[H-1]

取組の柱3

社会全体の教竜力の向上

誰もがいつでち学べる学習機会を充実させまず

学習環境の整備 5年間の達成状況評価ぺ

高度情報化社会への対節や, 学習, 活動の揚, 市内開催の事業等の必要な情報を市民に届けることができるよラじす
るため, 情報の発信Rび収集の昆境整備に努めるととちに, 人と人とがつながり在持てる地域の拠点としてち環境整備
をけじ\ます。

1主要施策の進捗状況(令和2年度̃ 5年度)・達成状況(令和6年度)評価

' 令和2年度

-- .-,1-̶. ' -.図害館は, 各月の展示やイベ
-, \,.ント情報をツイッターを活用

,. -,-',,ンしたSNS配伝等により, 図書
-..; \-,館情報の提供と利便性の向上

・ , . ・ ・ . !:・・ ,1 S@-3?C.
_ .;・ん-'ゴた’公民館は.ホームページ(ア
.- ,.-, 、',-ン・,.-ぷ巧,..クセス数9,323件).公民館

\学習矯活動fg関宇.だより「けやさの樹」(アク
1\.資情裁寒信め竣充セス数1,625件)及びツイッ
. - .' 'バレゾご, ター(月平均アクセス数
> >' � �て.-,--‘ン:'-:18,732件)を活用し.情報
-・ ' ・ ; T�'-; 、発信をbった。

社会教育課は, 人材バンクを
ク , -ソ’ホームベージや市報を通じて

. - .' ・ ..-・ .. -登録者を募集し, 26人(令和
� . ・・ ..元年度23人)が登録した。

取組状況(上欄)及び謡価(下欄)

̃翁03年度～令和4年度～令和5年度

'・・̶. sisnii,.tta<mK 4

持 能

2境の *.,

ICT繊
3填整廣口

公民館事業運営スタッフとし
て, ぐぬぎ教室や生活B本。吾
スタッフを確保し人員体制を
強化することで利用菅支援の
充実を面った(登録者74

."人)。また, 部屋の確保をず
\ることで利用者の学習環境を

' '' ・・整えた。

べ公民館に. 4

,̃; 二.本多公民館(4か所)及びひ
, … かりブラサ(2か所)に公共

--ス‘, 無線LANをぶ置した。
--..:.・・-図書館は, 国立国会図書館デ

・ ・ ; 'ジタルコレクションを関覧す
る端末を設園し, 同図■館の
デジタル化資料のうちイン

モカ‘ブターネツHこ公開されてレXな
い約15〇万点の貴重な資料か
らち情報を入手でぎる間覧

,サービスを新たに開始し(利
用件数48件)利便性の向上を
図った。

:タデ
:-

siann. .aae]<it.,'�«Bt»

-.,■の平■'を-.

4

4

̃令和6年度
到達目標

令後の方向性
1 ら

社会教育施るでは, 従来
の情報提供に加え.SN
sの配信等の新たな情報
提供により, 市民の情報
量の拡大と利便性の向上
が図られてレ\る。

公民館では, ソフト面,
/\ー ド面における学習環
境が整備されることで,
市民の持続可能な学習の
苑実が図られている。

社会教育施設では.公共
施設予約システムの充美
や無線LANなどの環境
整備を進めることで, 効
果的に必要な情報を収集
ずることができ.市民の

レAる。

次期敦育ビジョンヘの方向性

. . '«' '情報発信については引き続さ
. " SNSやホームページを活用す
»'. "・ 5,

-,;・・'.:シ, 公共無線しANが社会教盲活動
.eBBTl.7t,.".:;に活用されるようPRする。

‘感染防止対策ち含め, オンラ
イン・」モート環境の整備が
課題である。ICTを活用し

,マ-ゾ‘たサービスや, オンライン.
'- ,リモート瘍境を充実し, 学習

.・ ・:.'・ '環境を整備する。

・進捗伏況を顔終年度を嫁<各年度終ア後にば価4 5.順ポに進んでし1る4概ね巧。局に進んでレ)る3'やや違れてし\る2:遅れてし)る1実績なし
春達成伏況を履終年度(令和6年度)終了後に評価々ん十わ、な成果を上げたB.̶定の成果を上げたG:やホ成果が上がらなかつたD成果が上がbなかつた
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2成果指標の達成状況ぼ価

公民館でのオンライン講座参加者数

図書館ボランティア活動時間数

-'年度, - ・ . 令和2年度 令和3年度

. ・ く滅指き①

がぜ呼
命和4年度 令和5年度

規状瞳
ほ和斤年度)

令和6年度

①

285人

各公民館でオンライン講座を
実施し, 事業・参加者数は以
下のとおりであった。本多2
事業71人, 恋ケ窒1事業20
人, 光2事業79人, ちとま
ち3事業88人, 並木1事業
27人。

B

625時間

②

ボランティアの対象年齢を18
歳から中学生以上に引き下げ

説明 たため, 高校生の参加があっ
た。コロナ禍でち前年度比
52.4%増となった。

ぱ価 B

華達成伏況を各年度終了後じ評価0 A:+分な成果を上げたB:定の成果を上IプたC:やや成果が上がらなかったD:成果が上がらなかつた

1,000時間
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施策の方向性m

[m-2]

取組の柱1

社会全体の教竜力の向上

地域における学びの循環を推進しまず

学校・家庭.地域との連擦 5年間の達成伏況評価

学校や社会教竜施設が家庭・地域と連携を図り, 市民と行政の協働による事業ゆ市民とのつながりを深める事業をそJ
ラことにより.子どちから大人まで相互に学び・育ち合うことがでさる, 地域の特徴をレ1かした持続可能な地域づ<り
を推進します。

1主要施策の進捗状況(令和2年度。

>,.主要施策(Jift);'
ホ・及ぜきま、斤恥. 令和2年度

'5年度)・達成状況(令和6年度)評価

取組状況(上棚)及び評価(下欄)

-̃令和3年度～令和4年度 ̃令和5年度

1

-'-. t:..-社会教盲課は, 市民大学講座
- ,;・・; .の開催時期, 方法など検討を

'' ‘重ねてさたが.会場以外での
.. ' ; 実施が因難となり.感染防止
'・ . ・対策として中化した。

地域で学び合う機公民館は, 企画した学習支援
会の創出 .. 事業ジュニアサロンやPTA

、-.-:連合会との連携事業「教盲講
. 座Jはすべて中止した。

‘1,-.図書館は, コロナ禍のため事
,: ' 業の企画S6コたが.実施は

', .でぎなかつた。

aaaiia. saiai. a«Bti

1-B5B?

2

公民館は, 学習機会の充実R
び地域の。モ題解決のため, 地
憬で活躍するボランティア同
士の交貯ゆ地域会議など24事
業企画した。感染防止対策と

'して15事業を中止したが, 9
事業実施でぎた。
図書館は, 市民団体主催の
「ぶんふ‘んウオーク・ブック
タウンブロジェクト事業(本
を介して市民が繁がることを
目的とした事業)」におしA
て, 主催団体と本多図害館・
本多公民館の協働で「'ビブIJ
オバトル」を実施した。ま
た.子盲て中の方が図書資

公■課, 國g麟

を過ごすことができるよう託
児サービスを実施し, 利用者
同士の交流ち生まれ, 利用者
から高し1ぜ価が得られだ。

3

-社会教育課は, 放課後子どち
'ブランのB数増加や様れな体
-験活動が実施できるよラ第一
.小学校Rび第二小学校に各校

器ま錯ラぼさな羅
学校施設を活用し

3進

asi»»n. isEiiw. B»m«

催に移行し, 市は支援を行っ
1た。感染防止対策を6しXなが
ら4校で実施で蓉た。
公民館は, 「_中生に習ラ初
級パソコン教室」等の学校施
設を活用した事業は, 感染防
止対策のため実施でさなかっ
た。
図害館は, 学校施ホを活用し
た事業は実施でぎなかった。

3

ま和6年度
到達目標

市民に学校等との連携に
より, 多様な学習機会が
提供されている。

社会教育施設では, 各団
体等の協働により, 地域
の侍色をし1かした学習活
動が効果的・効率的に推
進されてし1る。

学校施設では, 子どちた

て地域の力を活用し様々
な体験活動が6われてし～
る。大人から子どちまで
が学びを通し集まること
で地域のつながりが深ま
り, 地域づくりが推進さ
れてしXる。

-49-



’,-を評.価の平均嬉 3 次期教育ビジヨンヘの方向性
?・'・ 社会教育課は, 放課後子どち
・'- 'ブランを, 第小学校及び第
\ ■■ .- 二小学校のブラン室を中心に
.''・"・ 、 放ぼ後全校で様々な学ぴや体
:て , 験ができるよう取り組力。学
・ ・ " …’校キャンブは各校の実行委麗
' 会がスムーズに美施できるよ

う支援在行う。
公民館は, 感染防化対策ち含
め, オンライン・リモートの

'ン- . 活用により, 学校・家庭・地
域との連携事業を推進してレA �
<必要がある。

� 図害館は, 継続して地域との
', 連携を図り.地域図書館や市
'.. 民の読み着せグループとの共

催・協働による事業を実施す
る。

・進捗伏況を最終年度を除<各年度終了後に評価夕5:順速に進んでいる4:概ね順踊じ進んでいる3:やゆ遅れてレXる2:運れてし\る1.実縄なし
・達成伏況を最終年度(令和6年度)終了後に評価さん+分な成果を上げたB.定の成果S上IプたG:やや成果が上がらなかったD:成第が上がらなかつた

2成果指標の達成状況評価

成果指標①’学校との連携事業数

成果指標② 家庭・地域との連携事業数
(』譲酌

年度 飾2年度 命和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

①

10事業

社会教育課は, 学校キャンプ
を地域主催に移bした。放魂
後子どちプランはコロナ禍で
ち感染防止対策をしなから,
遊びの場, 学ぴの場, 体験の
場を全10校ン+576日美施し
た。
公民館は企画してし)た事業ち
すべて中止した。

c

12事業

②

感染防止対策で中止した事業
ちあったが, 公民館では地域
課題解決に向けた「地域づ<
り講座」を実施ずることがで

説明 きた(6事業)。
図書館では地域文庫やまみ聞
かせグループとの共催で「ス
ベシャル読み間かせ会」や講
演会を開催した(6事業)。

。ボ価 c

春達成状況を各年度終了後じぜ価'ん十分な成乗を上Iプた8:̶定の成果を上IプたG:やや成果が上がらなかったD:成果が上がらなかつた

30事業

50

業�
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施策の方向性m

[瓜一2】

取組の柱2

社会全体の教育力の向上

地域における学びの循環を推進しまず

学びをいかす機会の創出 5年間の達成状況評価

市民が学習した成葉を発表する機会をつ<り, モの学びが社会から誌められ生さがいを感じられるように支援してい
きます。そして, 市民の学習成果が地旧に還元され, 互し)に学ふ'ことができる, 循環型の学習環境の整備を進めます。
また.コミュ_ティの活性化を図るために, 自ら学び考え6動する, 地域活動在担ラ市民の育成を目指します。

1主要施策の進捗状況(令和2年度ハ

注要6 レ(上棚)_-
ケ(T欄)' 令和2年度

'5年度).達成状況(命和6年度)評価

取組状況(上欄)及び評価(T欄)

～令和3年度～令和4年度'.～令和5年度

1

公民館は, グルーブ活動の成
''果を展m ・発表する機会とな

る公民館まつり等は感染防止
. ' ・・・ ・ ,''対策じより実施でさなかっ
. ; ・・ � � � /Co
,..-. 図書館は.例年各小学校が実
". .,...,施している社会科見学の一つ

ンン,’\_-''である図書館見学は中止した
学習途果ホ活用.:・が, 代わりに図書館施設の調
・ " ・・' .べ学習(四小)に協力し, 子
・J ・ . , どちたちが作成した新聞を図
., 害館に展示しだ。また.中学
‘ . .校(五中)図害委員のおすす

. . ̃ .め本に, 図害委員が作成した
:. :. . , popを添えて, 園書館で展m
-;',. ・ ・; " ・・・ . レ学習成果を発表する場を

y令和6年度
到達目標

市民の学習成果発表の機
会力f広<つ<られるとと
ちに, 市民の学習活動力す
地域に還元され.学びが
循環してしXる。

,お矯課ぐ̶與課 3
..'-- ..T;;:. .公民館は, 「支援者研修.障
:'・ン-- ' ' 害を理解する講座」を4回企
.\ 画した。感染防止対策のた
'-'・ .' , め, 1回中止したが.延べ62
. 人が参加した。
' .社会教竜課は, 青少年地域

.-' 'リーダー講習会の参加者が毎
� _回自ら目標をたて, 振り返り

地域活動の担じ1手を行う等ブログラムのェ夫を
2-め育成,.. '. .行った結果.言動などから1
̃ ・� ・-・ .. -年を通して参加者の成長がみ

� られた。定員20人中13人参
加した。プレイリーダー講習

.会は, 自らが子どちの視点を
持てるよう, 遊びの体験をb

-.' レバ辰り返りをbつブログラム
へ“ ."・ . ‘を実施した。定員60人中45

・ ・;.. ‘ , 人参加した。

公良ま.社'̶龍

:評―平均-‘

y
今廣 性

社会教育施設では, 地域
活動の担レX手となる人材
の発掘と育成が推進され
てレAる。

次期教育ビジョンヘの方向性

3

3

社会教盲課は, 青少年地域
'.リーダー講習会在わんぱ<学

校と共同開催し, 青少年地域
-リーダー講習会にわんぱ<学 -

校辛業生をつなぐ取組を継続
'ずる。
‘公民館は.感染防止対策ち含
.め, オンフィン等を活用し,
.、学習や活動の発表の場の確保

を図るととちに地域活動の担
い手の竜成事業につレ)てち実
施してし\< 必要がある。

'図害館は, 子どちたちの学習
やまみ間かせグルーブなどの

-・;/-'. .市民の活動を支援するととち
- . :・' . に, 学習成果の展示ゆ活動成

- , ., 果の拜表機会を倉」出していき
� � ./ �ぽ�

礁進捗伏況を履絡年度を除<各年度終了後じ評価- 5ほ滴に進んでいる4:概ねぼ通に進んでいる3.やや遅れている2.遅れてし)る1:実播なし
♦達成伏況を最終年度(令和6年度)終了後にな価さん+わ、な成果を上げた8:_定の成果をセ¦プたG'ゆホ成果が上がらなかつたD:成果が上がらなかつた
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2成果指標の達成状況評価

.明果指}票① 市民が学んだ成果を地ぼでし)かした事業数

し成果指標②, , "':'地成活動の担い手育成事業受。き者数

夕度

妻績

:パt

① ⑧明

評価

実績

②

令和2年度. 令和3年度 令和4年度

'規伏値
ズ令和元年度)

お和5年度 令和6年度

29事業

67人

目標値

4事業

公民館は, 感染防化対策のた
めグルーブ活動の成果を地城
に還元する事業を実施するこ
とができなかった。
図害館は, 社会科見学の代わ
りに小学校(四小)の授業で
図書館施設の調べ学習を奏施
し, 作成した新間を図書館に
展示した。また, 中学校(五
中)図書委員へのアンケート
結果から得られたおすすめ本
に図書委員が作成mpを添え
て図害館に展示を6った。

c

120人

35事業

社会教育課は, 青少年地域
りーダー講習会をわんぱ<学
校と共同開催することでよしン
成果を上げており, 積極性が
高まったり, スビーチでぎる
時間が長ぐなるなど.受講生
の言動から地域の担し]手とし
ての成長がみられた。
また, プレイリーダー講習会

盈明 子どちの立場じなって危険予
知等を学んだ(令和3年度か
ら子どち家庭部子どち子育て
事業課へ事務移管した)。
図害館は.地域活動を担ラ市 ̃̃
民の盲成じつながる「読み聞
かせ講習会」はコロナ禍によ
り実施できなかった。
公民館は.「支援者研修.障
害を理解する講座」を3回実
施した。

評価 A

華達成伏況をs年度終了後に評価夕A'十〇な成果を上ばたB:定の成果を上げたこゆ夕成果が上がらなかったD:成果が上がらなかつた

75人
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施策の方向性V

[IV-1�

取組の柱1

歴史遺産をし\かした学びの推進

文化財に対ずる理解を深めます

文化財普及事業の推進

市民の文化財愛護に対する気持ちが育まれ, 国分寺に住んでし)ることへの誇りと郷土愛を持つさっかけとなるよラ,
市の歴史や文化財に触れる機会の充実を図るととちに, 市の歴史に関ずる様々な情報を積極的に提供してしXきます。

また.子どちの頃から市の歴史ゆ文化財に触れることは, 我がまちを理解し, 愛する心が芽生え, そして大人にな二
てち.「ふるさと」としての思いが育まれるため, 学校教育における文化財の活用を推進します。

5年間の達成伏況評価二

1主要施策の進捗状況(令和2年度'

仏ま要̶(よ構)
'"及び主管課(下欄) 令和2年度

'5年度)・達成状況(令和6年度)評価

取組状況(上欄)Rび評価(ア欄)

～令和3年度 ̃令和4年度～令和5年度 a令和6年度.

-: . . .' コロナ禍により多<の事業を
'.' --' '..'. : , 中止した。感染症予防対策を

.: -,. ・*.; .:"ホして.も等の〔ラIJガ裕蔵
交ib財に敏れる機(17A),子どち歴史クイズラ

ィ-会の拡究’ノ-.リーけ9人), 都立武蔵国分寺
'.-,-・';- ̃. ..:公園と連携してディスカバ

:- . . ,リーワードラJ̶(139人)を
‘ン ’実施した。

fをるさを文化財課

市の する

綱 m-2

麻.さと☆化ぜ課

4

武蔵国分寺跡資料館だより等
の発行やホームベージ等を通
じて, 情報提供を推進した。
コロナ禍の新たな取組とし
て, ホームベージに「おうち
ミュージアムJを開設し, 家
庭で文化財に親しみ, 楽しめ
る取組を提供した。

4

推進じ3i財垣

コロナ禍により市立小学校10
校中2校の社会科見学の受け

、での交化入れ在実施した。残り8校の
6年生に見学のしおりを配布
し, 国分寺の歴史や文化財に
つしAて周知を図った。

到達目標

文化財普Rイペント・展
示等の実施, 及びそれら
を適切に広報することに
より, 文化財に触れる機
会が拡充されている。

歴史講演会, 歴史講座等
の実施, 及びそれらを適
切に広報ずることによ
り, 国分寺市の歴史と文
化が継承されている。

市立小・中学校全校で校
外学習や郷土史学習等の
授業において文化財力1活
用されてしXる。

.ふをさと文化財課

-ゾ‘評'―平ほ値-:-

:

今鋼

♦進捗状況をg
曇達成状況を覇

sび
ま性4

2

3

コロナ褐により普Rに関する
イベントの多<が中止となっ
た。今後は, 様々なェ夫を凝
らした取組を行うことで, 学
ぼ機会を提供し文化財に対す
る理解の促進を図ってい言た
1�0

次期教育ビジョンヘの方向性

g年度を除<各年度終了後に評価� 5:順調に進んでいる4:概ね須滴に進んでし)る3'ホゆ運れてレ)る2:運れてレ)る1:実播なし
各年度(令和6年度)終了後に評価- A:+sな成果を上IプたB:̶定の成果を上けたGやや成果が上がらなかつたD:成果が上がbなかつた

2成果指標の達成状況評価

①

成果指標①・

成果指標②'

年度

実績

説明

。ギ価

実績

文化財展示施段入館者数[武蔵国分寺跡資料館.文化財資料展ホ室, 民(谷資料室の年
間合サ入館者数] 規状値

(令和元年度)
市内小.中学校に対して史跡等の文化財に関する学習支援を行った件数

令和2年度

10.936A

2か月間(4.5月)の休館が
あったが.武蔵国分寺飾資料
館.文化財資料展示室, 民浴
資料室の入館者はそれそれ
9.085A,13人, 1,838人
となった。

B

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

16.995A

12件

目標鍾

18,000人

5件

②

' 市内の市立小学校2校(233
人)と中学校2校(3ア人),

説明 枯立中学校1校(34人)が校
外学習に訪れ, 学習支援を
6った。

17�

詳価

華達成状況を各年度格了後に。ギ価=

c

A:十分な成果を上げたB:定の成果を上Iプたc'やゆ成果が上がらなかったD:成果が上がbなかつた
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施策の方向性w

w-u

取組の柱2

歴史遺産をしAかした学びの推進

文化財に対ずる理解を深めまず

市民による文化財の保護・普及の促進 5年間の達成ま評き

多<の市民が文化財愛護の気持ちを持を
動じ必要な知識‘

文化財の保護や普Rに関わるボランティア活動に参加してちらラため, 活
供するなどの支援をbbxまず。

1主要施策の進捗状況(令和2年度ぺ

主要施策(セ棚)'
No.

及口主管涯び摘)- 令和2年度

'5年度)・達成状況(令和6年度)評価

取組状況(上欄)及び詳価(下欄)

̃令和3年度～令和4年度～令和5年度 y令和6年度
-到達目標;:

コロナ禍によりボフンテイア
養成講座ゆ年3回のボラン

ボs'、,-'っぼねティア懇ぽ会を中止した。発
掘ボランァィアとして遺跡の
発掘調査や出土品遺物の整理
作業等の活動の場の提供を
図った。

1支廣の充美

ボフンテイア養成講座及
びフスローアッブ研修等
の実施により, ボラン
Tィア活動の支援が充実
してし1る。 �

-ふるさと文化財課 4

ふるさと文だ財課.

評-価の平均値

1

3

課題及び
今後の方向性

コロナ褐により.ボランテイ
.ア活動に大きな影響がでた。

今後は感染防化のための安全
対策等を撒底してボランァィ
ア活動の支媛を6ラ必要があ
る。

文化財普及イペント・展
示等の準備・実施にボラ
ンティアが参加し, 文化
財普及活動が拡充してし、
る。

次期教育ビジヨンペの方向性

華進捗伏況を最終年度を嫁<各年度終了後にば価さ5:順まに進んでいる4:概ね順頑に進んでレ1る3:ホホ運れている2.遅れている1:実横なレ
華達成伏況を匿終年度(せ06年度)終了後に評価力A.+Sな成果を上げた8.̶定の成果を上げたG:やホ成果が上がらなかっだD.成果が上がらなかつた

2成果指標の達成状況評価

成果指標①

成果指標②

年度

実績

ふるさと文化財愛違ボフンティア(史跡ガイド, 皆及.ボ査.発掘)活動人.数(延
の 司伏値

0斤年度)
ふるさと文化財愛連ボランァィアの関わる活動事業数

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

ァ3人

10事業

眺値

① 説明
発掘ボコンァィアとしてア3人
が活動した。

120A

評価

実績

B

2事業

② 。ね明

10事業を予定してしXたが, コ
ロナ褐のため発掘ボ査と出土
品遣物の整理の2事業のみの
実施した。

15事業

評価 c

春達成状況ざs年度絡了後に評価夕A:+sな成果を上IプだB.̶定の成果を上けたGゆや成果が上がらなかつたD成果が上がらなかつt
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施策の方向性V

[IV-2]

取組の柱1

歴史遺産をし)かした学びの推進

文化財の調査・保存・活用を進めます

文化財の講査・研究の推進 5年間の達成状況評価

国分寺の地下に眠る古い歴史の痕跡につしXての究明を進めるため, 市内の埋蔵文化財包蔵地や国指定史跡武蔵国分寺
跡附東山道武蔵路跡の発掘調査や研究を6います。

まだ, 所有者の理解と協力を得て, 知られていなしX文化財の把握に努め.モの文化財の持つ歴史的背景や価値につし、
て調査や研究を6し1ます。
これらの調窒.研究の成果は, 学術報告書として刊bし.公開します。

1主要施策の進捗状況(令和2年度～5年度)・達成状況(令和6年度)評価

" ■主要
No; 主 令和2年度

取組状況(上欄)Rび評価(下欄)

̃令和3年度～令和4年度 ̃令和5年度 y令和6年度

-;:ぶ'kンレみセ0&ン発掘調査は市内15地点で実施
:s怒匿X16M巧等の.じ:̃著葡完★虜のま蓄ね翁ま-
モ轉

し, 令和元年度の歯査成果は
概報を刊6して公表した。.

到達目標

理蔵文化財過査の結果を
基に成果がまとめられ,
当時の様相の解明が進ん
でしAる。

'.壌るき,と爽̶,- 4

2?

パン

._, 本多'びま神社所蔵の神奥につ
'.ン いて新規に重要有形民匿文化

ンめレンン★バ財として指定した。また, コ
す'UM。B@uj' ロナ禍のため, 遇査の聞ぎ取
E '. ・ -. ・' ;.りに時間を要したが.予定し
・・ ,.. . ,ていた建造物悉皆調査を実施
・・'・・・・・,- ・-'.・しt。

嫡をど文ィ趣課
‘-.―0平均.パ：

4

4

文化財の把握のための調
査が進み, 歴史進産であ
る文化財の保達が図ら
れ, 歴史的・学術的価値
が高し1文化財の市指定が
促進されている。

次期教育ビジョンヘの方向注

‘-.で課題&び'-'.,.
-夕後の'跨向性T

市内に所在する文化財のボ査
を平成26年度より継続的に実
施。調査中の文化財ちある
が、調査済の成果を報告書と
してまとめる必要がある。

ぎを除<sg
' (令和6 g

塞終了後にぜ価'5:ぼ調に進んでいる4:概ね順課に進んでいる3'ゆゆ運れている2:運れている1:実練なし
寒)終了後に評価ぐA+分な成果を上IプたB:̶定の成果を上げたG'やや成果が上がらなかったひ成果が上がらなかつた

・2成果指標の達成状況評価

.. ' '令和2年度から命和6年度までの各種。周査の成果報告書刊行数〔①埋蔵文化財発掘調
'.成果指標の.ノ’ , 査報告書.②古文書目録.③民具’建造物等文化財消査報告書.④史跡武蔵国分寺⑦調
て-で二 \査̶き -" シ恩
'. , '総合文化財ボ査(文化財の所在及び現状把握)に伴う目録登載数

・ ''年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

"・ 実績 3冊

度)

令和6年度

0件

目標箇-

② ホ明

・埋蔵文化財調査概報
'武蔵国分寺跡(磨寺地区)
保存整備事業報告書

・史料目録

5冊

ぽ価

実績

B

0件

②

調査後の目録候補のリストを
作成したが, 登載までの精査

ぶ明 に至ってし\なし1。また, 建造
物の旧査(1,200件)を実施し
た。

累サ50件

評価 C

♦達成状況sg年度終了後に評価夕A+わ、な成果を上プだB:定の成果を上げたC:ゆや成果が上がらなかったD:成果が上がらなかつた
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施策の方向性V

w̶2】

取組の柱2

歴史遺産をしAかした学ひの推進

文化財の調査・保存・活用を進めまず

文化財の保存・活用の推進 .5年間の達成伏況評価

市に残されている多<の文化財を後世に伝えるため, 現在保管している出土品等の再整理や新たな保管庫の確保など
Iこより, 文化財の保管環境の改善を図ります。
また.市民の文化財に対ずる理解を深めるよラにするため.保管されてし)る文化財の公開を6ラなど.文化財の活用
在國ります。 �
個人や法人所有の文化財の活用につしXてち, 所有者の理解と協力を得られるよう努めます。

1主要施策の進捗状況(令和2年度～5年度)・達成状況(令和6年度)評価

Na 蹴

隊
.;・/塀

�1権

令和2年度.,-..

恋ヴ窒村分水に関して啓発用
のバンフレットを作成した。
また.長屋門2階におしAて重

t路：ぎ有ね安をボ(菌分寺村古経
I⑦サ:図)ち展示し市民への文化財

グ・ボヘの関心を高めた。真姿の池
�..-Kの水質保全のため.所有者の

バ-夕.協力のちと修繕をbb\,保存
ン管理をbった。

蘇酵雄■ 4
ジご常設展に加えて也画展'(玉川

上水と国分寺-恋ケ窒村分水か
','.'.ら見る水の変遷-)を実施し,
バ充実を園った。
'また, コロナ禍のため, 市内

-ジ公共施。gでの展示は制限され
夕たが, 人権平和課の戦争に関

するバネル展示に協力するな
,ど, 他。果との連携による公開

-ブ：ンソンs:ぶチぷ展示を実施した。

:..きさ填■ 4

取組伏況(上欄)Rぴ評価(ア欄)

̃令和3年度～令和4年度～令和5年度

»'

細
2⑦

ゾ, -'ドサ,

舞し

環
3 �・・・:

.,:.史跡地内にある文化財保存施
-: IS (白テント)の出土品

(3,000箱)を友好都市鳩山
町の施誤を借りて移設し.適
正な管理を図った。また.移
設後に史跡地内の文化財保存

:施ぶ(白ァント)を除却し.
,:.整備した。

錄吉錄■,
・B郷ゆ�'�":

4

4

"令和6年度
到達目標

指定重要文化財を適正に
保存・管理し来訪者が
歴史に親しみ関心を持つ
きっかけとなるよう指定
重要文化財の公開活用が
図られてし1る。

市施設じよる企画展等の
実施, 及びそれらを適切
に広報することにより,
公開展示が拡充・巧実し
てし1る。

次期教育ビジョンヘの方向性

.";・新たな保管揚所の確保が喫繁
.:の課題となってレAる。既存の
j出土品の再整理等の必要性は
あるが, 現状は難しレバ犬況の
ため, 時間をかけて整理を進 �
めてし\<必要がある。

♦進捗状況を履終年度を餓<各年度終了後にぼ価さ5:順巧に進んでいる4:概ね順。斯こ進んでいる3:ホタ遅れてし)る2'運れてレる1:実練なし..
・達成伏況を嚴終年度(令和6年度)終ア後にぼ価夕A:+分な成乗を上IプたB:̶定の成果S上げたG:ホホ成果が上がらなかつたD:成果が上がbなかつた

2成果指標の達成伏況評価

,.ホ@だ@れご’.市内公共施ぶや文化財展示施Sでの展示等を美施した回数〔展示箇所；①ボ蔵国分寺
、てモデぢ'ハ,:1跡資料'困ぜs資旧漫.◎シ化財倉示室〕

-S=�«A>:-..'..,'文化財の保管環境の整備’再整理件数〔整理菌所;①武蔵国分寺跡資料館附属棟.②
:,-.e不巧こてぢノ, 民俗資料室, ③文化財倉庫, ④第一中学校敷地内.⑤鳩山町タウンセンター〕

, - -.---.¥.き廣ン, -,-,レ, ：- 令和2年廣.. 令和3年度 令和4年度 令和5年度
、パ-ノ , ゾバに--,… ・ - '. , �

5回

ぐ令禾 纖

①

実績

説明

ぼ価

実績

令和5年度

��で常設展を実施した。
①では秋季に企画展, また,
人権平和速事業に協力し, 戦
争に関ずるパネル展ホをbつ
た。

c

3か所

ば価 B

♦達成伏況を各年度終了後にgモ価� A:+分な成果を上げたB:̶定の成果を上げたG:やゆ成乗が上がらなかつたD成果が上がbなかつた
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施策の方向性V

W-2]

取組の柱3

歴史遺産をし)かした学びの推進

文化財の調査・保存*活用を進めまず

史跡の保存・諮備・活用の推進 5年間の達成状鍋̶

市gの由来となってレ\る史跡武蔵国分寺跡などの歴史遺産を大切に保存し.後世に継承するため, 歴史公■として整
備するととちに.市民が史跡に触れることができる憩レ)の揚や歴史学習の揚となるよう活用を図ってし)きます。

1主要施策の進捗伏況(命和2年度～5年度)’達成状況(令和6年度)6斬面

れ晶ぐ鴨
-令租2年度

取組状況(上欄)'及び評価(下欄)

～令和3年度～令和4年度～令和5年度 u令和6年度
到達目標‘

ごコロナ禍において, 歴史学習
,の揚としては, 市内の小中学
:校5校が訪れた。保存管理団

ふ.体として現伏変更b為の監視
?,を6しL適切に管理を行っ

た。また, 整備完了記怠シン
ボジウムの記録集「史跡を使
し)たおぜ！ Jを発bし.史跡
地の活用に関して周知を園っ
た。

.附東山道力
"I-廣存.活―

をるさ.と対ヒ̶ 4

史跡地の管理か適切に図
られるととちに, 歴史学
習の揚や観光資源として
史跡地が活用されてし、
る。

.史跡武蔵国夕
_酎東山道武達
2公有化め推進て.

.民有地1件, 士地開発公社か
らの肩レ\戻し4件の買収を
行った。国庫補助金の追加補
助により, 当初予定した以上
の土地開発公社からの買し\民

、しを実施した。

--ふるさと文‘化海壌 5

が画的かつ緊急時での買
取が適切に進められてい
る。

"' :・コロナ禍であったが, 中門東
-史跡武蔵国お寺,’側の芝生化(約300ml)や避

_ .保存整備事藥ズ僧.難看板等の撒去, 遺溝の案内
3寺地は)の推進；ン・板の設置等予定した期間内に

-‘ :':.,・'-"'実施した。

保存整備が計画に基づしン
て進み.市民の憩し\の場
としての活用が図られて
し\る。

ふるさと文化斜課

評価の平均瞳:ン̃:

5

5 次期教育ビジヨンヘの方向性

令和4年度以降, 南門地区,
課題Rぴ' . ̃ .北方.推定中院地区.塔地区

今後の方向性ン・につし)て順次整備を曽実に進
,-.ゾめてしス<必要がある。

♦進捗伏況を最終年度を除<s年度終了後に課価さ5:順課じ進んでいる4:概ね順巧に進んでいる3:やや運れてし\る2:遅れてレ1る1実横なし
春達成状況を最終年度(翁和6年度)終了後に詞価夕A'+分な成果を上IプたB.̶定の成果を上げたC:やホ成果が上がらなかったD成果が上がらなかつた

2成果指標の達成状況評価

成果指標①、史跡武蔵国分寺跡の整備R了面積

成果指標②’‘

年度J パ-'.パ’令和2年度

①

実模

説明

評価

実模

(①武蔵国分寺尼寺跡,
、寺塵線下地域.⑤潜寺中枢地域)

42,493.8m

中門東劇一角の整備(340.8
m)
・公園管理用車両の進入口設
置
・ 「広域避難揚所J看板の建
替等

B

12件

ま蔵国分寺跡北方地区.③僧寺北東地域.④国分
目巧可数

(令禾
R瞳
モ年度)

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

42,153m'

29(t:

目標値

64,385m'

② 説明
・滅免対象8件
*有料 4件

50件

ぜ価 c

華達成狀況をs年度終了後に評価'A:+Bな成果を上げだB:定の成果を上げたG:やゆ成果力t上がらなかったD'成果がセがヒなかつた
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点び評jに関する

学識経験からの意
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ではりよしのり

o出張吉訓氏(東京女子体育大学教授)

1.事務局からの説明

国分寺市教育委員会の令和2年度第2次国分寺市教育ビジョンに基づく主要施策の点検及び評

価にかかわる学識経験者として委嘱を受け, 事務局から事業説明会資料に基づき説明を受けた。

以下, 各々の施策について意見を述べる。

日程：令和3年7月1日(木)

2.施策への意見

令和元年度で「第1次教育ビジョン」の実施期間が終了し, これまでの取組の成果と課題を踏

まえ, 新たな「第2次国分寺市教育ビジョン」を策定し, 昨年度から「目指す学びのまちの姿」

を目指し, コロナ禍の中で様々な施策を着実に実行してきていることが理解できた。

(1)施策の方向性Iに対して

口 2 2 :持続可能な社会の創り手を育む教育の推進(P 29)

society 5.0時代に生きるモどもたちにとって, 学校のI CT環境を整備しI CT教育を推

進していく必要がある。また, 昨年から日本をはじめ世界にまん延している新型コロナウィルス

感染症など, 予測不可能な社会を生き抜いていく上でも, 子どもたちの情報活用能力を育成して

いくことは重要である。このため, 本市教育委員会では, 令和2年度に市内の市立学校に通うす

べての児童.生徒にタブレットを貸与すろ準備を行った。また, 情報教育椎進委員会で, 各学校

を支援するための児童.生徒用「タブレット活用のルール」や教職員用「1人1台端末活用推進ス

ケジュール」を示すなどを行っており評価したレ\

今後は, 市内の学校の先進的な事例を収集し, 他の学校へ情報提供するとともに, I GT活用

のための教員研修を実施し, 学校への一層の支援をしていくことを期待する。.

D3-2 :健康.安全に生活する力の育成(P31)

児童.生徒が, 食生活が自然の恩恵や食に関わる人々の様々な活動の上に成り立っていること

を理解し, 感謝の心を育むことは大切である。本市教育委員会では, コロナ褐で高級食材の消費

が滅少したことを生かし和牛肉や愛媛産真鯨を給食として提供するとともに, 給食委員会が新

聞を作成するなどして, 児童.生徒に食への関心を育んでおり評価したい。

今後も, 児童.生徒が食に関する正しい知識や望ましい食習慣を身に付け, 適切な栄養の擾取

による健康の保持増進が図られるよう食育指導の充実を図ってもらいたい。

D4-1 :特別支援教育体制の充実(P32)

発達障害のある生徒は, 多数の学校に在籍しており, こうした生徒が抱える困難さに対応した

特別な指導を受けられる体制を学校に整備する必要がある。本市教育委員会では, 平成30年度に

全小学校に巡回型特別支援教室を設置している。また, 咋年度には, 中学校における巡回型特別

支援教室の設置に向けて検討を行い, 「中学校版特別支援教室運営マニュアル」を作成し中学校

の教職員と保護者に対して説明会を実施するなど, 丁寧な対応をしてきており, 評価できる。

今後も, 保護者の不安や疑問に応えながら, 思春期の中学生が安心して利用できる工夫をして

いくことを希望する。また, 特別支援体制の充実のための教職員の増員も必要と考える。

D4-3 :教育相談体制の強化(P34)

不登校児童.生徒数は, 全国的に高い水準で推移しており, 指導上の喫緊の課題である。本市

教育委員会では, ひかりプラザ内にある適応指導教室「トライルーム」の利用者数の増加に伴い,

本多公民館に「トライルームほんだ」を新設し, 週2回の試行的運用を開始し, 学校に登校でき
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ない児童.生徒への対応を充実させてきており, 評価できる。

今後とも, 不登校児童.生徒の椎移とトライルームの利用状況, 様々なスタッフの配置など,

総合的に検計されることを期待する。

(2)施策の方向性uに対して

D3-1 :施設整備の椎進(P 40, 41)

子どもが安心して意欲的に学習に取り組んでレtくには, 安全で快適な学習環境の整備が重要で

ある。本市教育委員会では, 第1次教育ビジョンに基づき, 校舎などの大規模改修, トイレ改修

などを着実に実施した。新しい第2次教育ビジョンでは, これまでの施策を継承し, 熱中症対策

として一部の小学校及び全中学校の体育館への空調設備の設置やL ED照明への更新などを行っ

ており, 評価したい。

今後, 早期に全小学校の体育館への空調設傭を設置するとともに, SDGSの観点からも, 全

ての小学校と中学校への消費電力の少ないL E D化を推進していくことを強く期待したい。

(3)施策の方向性mに対して

Dl-2 :自主的な学びの支援(P45, 46)

図書館では, コロナ禍の中でも地域の家庭文庫や地域文庫と協働.連携した「スペシヤルおは

なし会」, 学校と連携した生活科や社会科の出前搜業, 図書館と学校司書.司書教論との連絡会',

乳幼児健診時の絵本リストの配布など, 様々な事業を通して, 子どもが読書に触れ, 興味を持ち,

読書の習慣が根付くよう努力されており, 高く評価できる。

今後, 若者への関心を高めるため, ホームページに加えインスタグラムを活用するなどして,

積極的な情報提供を期待する。また, 録音図書を導入し聞く読書を検討してもらいたい。

D2-2 :学びをいかす機会の創出(P51,52)

本市教育委員会では, 地域活動の担い手を育成するため, 青少年地域リーダー講習会やプレイ

リーダー講習会を実施してきている。「わんぱく学校」を卒業した中学生が, 次のステップである

「青少年地域リーダー」として育ってきていることは評価できる。また, 保護者等の大人が「プ

レイリーダー」となり, 自分の子どもだけでなく, 他の子どもの見守りや指導を行うなど, 子ど

もを取り卷くコミュニテイが形成されていることも評価できる。

今後も, 様々な講習会などを通して, 地城コミュニティを活性化するとともに, 地域活動の担

い手の育成を推進されることを期待する。

公民館では, コロナ禍の中, 市民のための地域づくり講座「くにきたミドルタラス」や「障害

者支援ボランティア養成講座」など, 各種文化事業などを実施した。「くにきたミドノレタラス」で

は, 活動を止めることなく, リモート開催などのェ夫をされ, 参加者の交流を図るとともに, グ

ループ化が達成されており, 評価できる。

今後も, リモートを活用した講座の夷施など, これらの事業を継続.充実を図り, 地域コミュ

ニティの活性化を図るとともに, 地域活動を担う市民を育成してk、くことを期待する。

(4)施策の方向性びに対して

D2-3 :史跡の保存.整備.活用の椎進(P 57)

本市には, 市名の由来となっている史跡武蔵国分寺跡などの歴史的遣産があり, これらの貴重

な文化財を調査.保存し, 広く公開していくことは重要である。現在, 武蔵国分寺跡の公有化を

約80%弱達成し, コロナ禍の中においても, 歴史公園として市民の地城の歴史文化に触れられる

憩いの場として着実に整備しており, 評価したい。

今後, 調査から分かった貴重な史跡に関するデータをバーチヤル・リアルテイ化し本市の文

化財を授業や観光資源として活用することを期待する。
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ほりたけみつる

o堀竹充 氏(前十文字学園女子大学教授)

1.事務局からの説明

国分寺市教育委員会の令和2年度第2次国分寺市教育ビジョンに基づく主要施策の点検及び評

価にかかわる学識経験者として委嘱を受け, 事務局から事業説明会資料に基づき説明を受けた。

以下, 各々の施策について意見を述べる。

日程：令和3年7月1日(木)

2.施策への意見

(1)施策の方向性Iに対して

D2-2 :持続可能な社会の創り手を育む教育の推進(P29)

情報教育推進委員会により, 児童.生徒用の「タブレット活用のルール」や教職員用の「1人

1台端末活用椎進スケジュール」が提示され, 学校間での共通理解が図られた。学校によりタブ

レットの取扱いの違いが出にくくなり, 保護者の信頼が得られると考えろ。また, 教職員も安心

して, 活用のェ夫ができると考える。 .

夏季休業中の研修では, 授業における具体的なタブレットの活用方法を例示し, 教職員の不安

を払拭すると共に, さらにタブレット活用の意欲を高めてもらいたい。

研究授業で実際にタブレットを活用した授業を見ることで, 授業での活用方法がよりイスージ

しやすくなり, 意欲も高まると考える。ビデオに撮り, 全教職員が目にすることができるような

ェ夫をしてもらいたい。

D3-2 :健康.安全に生活する力の育成(P31)

新型コロナウィルス感染症の感染拡大の影響により, これまでにない和ヤや真繭を使用した給

食メ ニューが登場した。児童.生徒が喜ぶだけでなく, 給食委員会の活躍により, 和牛について

の理解が深まるなど, 食育につなげる発想は評価したレ、。

農畜水産物の在庫が大幅に増加したため, 国が学校給食等と連携した事業を実施し, その事業

を活用して実現した給食だった。その経緯は, 児童.生徒にも伝わっただろう力、。コロナ禍にあ

って様々な分野の助け合レ、や篇力がなされている様子を子ども達が知ることにより, 自分の生き

方や人としての在り方を考えるきっかけになると考える。また, 国の施策の一つであることで,

政治がより身近に感じられる機会でもある。静かに給食を食べる今, 給食放送を活用して事実を

伝えることにより, 児童.生徒が多くのことを感じ取ってくれることを期待したい。

給食時に, 3分程度の給食メ ニューに関する放送時間を設けると, 食育の効果が期待できると

考える。地域で採れた野菜や旬の食材, 食物アレルギー, 調理のェ夫などについての話題を児童-

.生徒に提供することで, 計画的な食育の推進が図れると考える。

D4-1 :特別支援教育体制の充実(P32)

特別支援教育の考え方や指導方法は, 日常の授業でも役立つことが多い。特別支援教育につい

ての理解を深めれぱ, 教職員の児童.生徒理解が深まり, 学習問題の提示の仕方や板書のェ夫,

まとめ方など, 搜業改善に役立つことが期待できる。
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D4-3 :教育相談体制の強化(P 34)

トライルームの利用者数の増加や児童.生徒の実情や思いに対応し, 本多公民館での開室を試

行し利用した児童・生徒もいた。今後は現状を把握し学習を支援する協力者を確保してもら

レゾこレ、�

(2)施策の方向性口に対して

D3-1 :施設整備の椎進(P 40, 41)

学校体育館空調設備の設置は, 熱中症対策とともに感染症対策にもなる。早めに対応できたこ

とを評価したい。災害時における地区防災センターの機能向上としては, 学校体育館のトイレ設

備の充実も必要と考える。

学校施設のLED照明への更新は, 節電のみならず, 地震時の安全対-策にもなり, 児童.生徒

の安全性がより高まった。

(3)施策の方向性瓜に対して

口1一2:自主的な学びの支援(P 45, 46) �

「第三次国分寺市子ども読書活動推進計画」に基づき, 子どもがま書に興味を持ち, 読書の習

慣が根付くよう, 地城で活動する家庭文庫.地域文庫との協働.連携がうまく機能し成果が出

ている。近くに読書を促す堤があることで, 子ども達たちが, 本に興味を持つ機会が増えると考

免る。

年齢を考慮したブックリストや絵本リストは, 本を読んでみようという思いを引き出すきっか

けになったと考える。また, 教科書に載っている作者の作品紹介リストがあると, 読書への興味

を持たせることができると考える。

D2 2 :学びをいかす機会の創出(P51, 52)

地域活動にはどのようなものがあるのか, その活動の意義や効果などは, 広く市民に知られて

いるのだろう力、。リーダーが育てば地域活動が活発になるというものではなく, 市民の思いとリ

ーダーの活動は雨車輪のように思う。市の広報紙やパンフレットなどを活用し地域活動を宣伝

するとともに, 活動への参加を呼び掛けてみてはどうだろう力、。市民全体で作る活動というスタ

ンスが示されると, より身近なものに感じられ, 地城活動への参加がしやす〈なり, お手伝いし

ていこうという思いも強くなるのではないかと考える。

活動内容を広く市民に知ってもらうェ夫が, 大切だと考える。地域に広がる「緑のシュア」を

きっかけに, 人と人がっながる仕組みづくりは素晴らしい試みだと感じる。縁を守ることに興味

を持つ人, 自然の産物を利用して活動する人, 憩いの場としておしやべりを楽しむ人参加する

スタイルはそれぞれでも, ゆるく人々がつながる場があることは住みやすいまちづくりにつなが

ると感じた。 �

(4)施策の方向性びに対して

D2-3 :史跡の保存.整備.活用の推進(P 57)

史跡の保存.活用については, 国分寺市ならではのものであり, 素晴らしい取組だと考える。

季節ごとに広報紙に写真を掲載したり, 散歩コースとして案内したりすると, 市民がより身近な

存在に感じ, 郷土の誇りとなると考える。
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